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（大篠保育園）

　7月30日に南国市大埇の大篠保育
園で絵本の読み聞かせと、子ヤギと園
児たちのふれあいが行われました。
　園児たちは初めて見る子ヤギに大興
奮！みんなで餌やりを楽しみました。ま
た、ヤギのミルクを使ってアイスクリー
ムも作りました。珍しいヤギのミルクを
使ったアイスは、牛乳とは違った風味で、
とても美味しかったです。

……
………

………………
…………………………………………………

………………………
………

……………
………………………………………………………
………………………………………………………

………………………………………………

……………………
……………………………………………
………………………………………………

P ２
P４
P５
P６
P７
P８
P９
P10
P12
P14

P20
P21
P22

南国市の農業を将来につなぎ、優良農地を次世代に引き継ぐ
なんこくファミリーサポートセンター子育て援助会員の募集
南国市美術展覧会募集／知って得する国民年金
南国市職員募集
居安思危／就業構造基本調査のお知らせ
農家レストランまほろば畑の営業日のお知らせ／生涯楽習
平成29年度少年消防クラブ交流会に参加しました。
カメラリポート
みんなの広場
主な行事＆お知らせ
宝くじコミュニティ助成事業
／ご存知ですか？被災宅地危険度判定制度
環境課からのお知らせ
健康文化都市・南国

ヤギのミルクでアイス作り！ヤギのミルクでアイス作り！
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南
国
市
の
農
地
と
人
の
問
題

【
激
減
す
る
農
業
就
業
者
】

　
南
国
市
の
農
業
就
業
者
数
は
年
々
減
少【
左

図
参
照
】、高
齢
化
の
進
行
や
後
継
者
不
足
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、平
場
地
域
の
農

地
に
お
い
て
も
休
耕
地
や
耕
作
放
棄
地
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、就
農
年
齢
別
で
み
る
と
65
歳
以
上
の

占
め
る
割
合
が
高
く
、今
後
さ
ら
に
農
業
者
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、こ
れ
か
ら
特
に
耕

作
条
件
の
悪
い
農
地
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、

荒
廃
農
地
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
進
め
る
べ
き
ほ
場
整
備

　
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
消
に
向
け
て
、担
い
手

育
成
・
確
保
の
た
め
に
新
規
就
農
者
へ
の
技
術

的
支
援
、規
模
拡
大
を
目
指
す
担
い
手
の
機

械
購
入
等
へ
の
資
金
的
支
援
、ま
た
、農
地
の

貸
し
借
り
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、本
市
の
ほ
場
整
備
は

県
内
で
も
大
き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。条
件
の
悪

い
農
地
や
農
業
用
施
設
の
改
良
等
が
必
要
な

地
域
で
は
、地
域
一
体
と
な
っ
て
営
農
し
や
す

く
、維
持
管
理
し
や
す
い
農
地
に
整
備
し
て
お

く
こ
と
が
10
年
後
、20
年
後
の
地
域
農
業
と

農
地
を
守
る
た
め
に
、と
て
も
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

ほ
場
整
備
に
よ
る
事
業
効
果

○
耕
作
条
件
の
悪
い
農
地
を
整
備
し
、生
産

性
の
高
い
営
農
し
や
す
い
農
地
へ

▼
農
地
の
整
形
・
大
区
画
化
や
排
水
改
良
、道

路
や
用
排
水
路
の
新
設
や
改
修
等
を
行
い

ま
す
。

○
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、発
生
を
未
然
に
防
止

○
農
地
の
集
団
化
や
担
い
手
へ
利
用
集
積
し
、

農
作
業
を
効
率
化

▼
換
地
に
よ
り
点
在
し
て
い
る
農
地
を
ま
と

め
ら
れ
ま
す
。

▼
優
良
な
農
地
と
な
る
の
で
、農
地
の
貸
し
借

り
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、将
来
も
安
心
し
て

農
地
を
任
せ
ら
れ
ま
す
。

○
大
規
模
な
農
業
経
営
と
高
収
益
作
物
栽
培

に
よ
る
稼
げ
る
農
業
を
実
現

▼
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に
合
っ
た
大
型
作

業
機
械
の
導
入
が
可
能
と
な
り
、労
働
力
の

軽
減
と
生
産
性
が
向
上
し
ま
す
。

更
な
る
農
家
負
担
軽
減
策

　
整
備
す
る
農
地
に
お
い
て
、※

農
地
集
積
率

75
％
以
上
を
達
成
で
き
れ
ば
、事
業
費
の
1.9
％

に
相
当
す
る
額
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
制

度（
促
進
費
）を
活
用
す
る
こ
と
で
、実
質
負

担
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
な
お
、こ
の
制
度
は
農
地
集
積
率
55
％
以
上

で
1.4
％
、65
％
以
上
で
1.7
％
の
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。

※

農
地
集
積
率
と
は
、「
農
地
貸
借
」や「
農
作
業
受
委
託
」等

に
よ
り
、担
い
手
に
農
地
の
利
用
を
集
め
た
割
合
。

目
指
す
営
農・担
い
手
ビ
ジ
ョ
ン

　
ほ
場
整
備
を
契
機
と
し
て
稼
げ
る
農
業
へ

の
取
り
組
み【
上
図
参
照
】を
推
進
し
、生
産

増
↓
所
得
増
↓
担
い
手
増
の
好
循
環
に
よ
る

拡
大
再
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

今
回
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

11
月
か
ら
仮
同
意
を
ス
タ
ー
ト

　
国
営
ほ
場
整
備
事
業
は
、県
営
事
業
に
比
べ

農
家
負
担
が
小
さ
く
、か
つ
広
範
囲
を
短
期
間

で
整
備
で
き
る
も
の
で
、南
国
市
で
国
営
ほ
場

整
備
事
業
を
実
施
で
き
る
の
は
、今
回
が
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
11
月
か
ら
各
地
権
者
に
事
業
の
参
加
を
確

認
す
る
仮
同
意
徴
集
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、受
益
者

皆
さ
ま
の
同
意
が
必
要
で
す
。

　
将
来
の
地
域
の
農
業
発
展
と
周
辺
環
境
を

守
り
な
が
ら
、農
地
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
、本
事
業
へ
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
地
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
９
）

高
知
県
中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
８
７
・
５
３
・
５
５
８
３
）

中
国
四
国
農
政
局
　
四
国
土
地
改
良
調
査

管
理
事
務
所
　
南
国
分
室

（
☎
０
８
８
７
・
５
２
・
８
３
０
０
）

農
家（
地
権
者
）負
担
割
合
は
1.9
％

　
昨
年
ま
で
は
、農
家
負
担
割
合
を
3.2
％
と
し

て
い
ま
し
た
が
、そ
の
内
の
1.3
％
を
市
が
追
加

負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、今
回
実
施
す
る
本
事

業
の
農
家
負
担
割
合
を
1.9
％（
反
当
た
り
約

４
万
円
）ま
で
引
き
下
げ
ま
し
た
。

国
営
ほ
場
整
備
事
業
と
調
査
地
区

　
今
回
の
国
営
事
業
に
よ
る
ほ
場
整
備
で
は
、

ほ
場
の
整
形
や
大
区
画
化
、農
道
、用
排
水
路

等
を
総
合
的
に
整
備
し
て
農
地
の
利
用
集
積

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
、生
産
性
の
向
上
や
農
村

環
境
を
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域

農
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、本
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、南

国
市
全
体
で
整
備
面
積
が

４００ 

ha
以
上
な
ど
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、南
国
市
内
の
18
地
区（
調
査
面
積
約

630 

ha
）【
左
図
参
照
】で
、本
事
業
の
実
施
に
向
け

た
調
査
・
事
業
計
画
に
つ
い
て
、地
元
推
進
組

織
と
共
に
検
討
を
進
め
な
が
ら
、関
係
地
権
者

の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

－ 

国
営
ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
に
向
け
て 

－

1,960

1,757

1,699

65歳未満

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

65歳以上

1,549

1,359

1,325

〈資料：農林業センサス〉
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4,161

年齢別農業就業者数の変化（南国市）

3,456
2,908

2,2622,262

2,201

10年前と比べ
3分の2まで減少

年々減少

国営ほ場整備事業の調査地区
凡例
整備調査範囲

営農ビジョン（稼げる農業に向けた取り組み）

担い手ビジョン（農地を守り、フル活用を進める取り組み）

南国市の目指す将来の営農・担い手ビジョン（案）〈事業完了後5年後＝今からおよそ15年後〉

営農転換
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％
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追
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担
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施
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本
事
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担
割
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1.9
％（
反
当
た
り
約

４
万
円
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下
げ
ま
し
た
。

国
営
ほ
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整
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調
査
地
区

　
今
回
の
国
営
事
業
に
よ
る
ほ
場
整
備
で
は
、

ほ
場
の
整
形
や
大
区
画
化
、農
道
、用
排
水
路

等
を
総
合
的
に
整
備
し
て
農
地
の
利
用
集
積

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
、生
産
性
の
向
上
や
農
村

環
境
を
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域

農
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、本
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、南

国
市
全
体
で
整
備
面
積
が

４００ 
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図
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事
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の
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に
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1,960

1,757

1,699

65歳未満

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

65歳以上

1,549

1,359

1,325

〈資料：農林業センサス〉

937

5,000

2,500

0

人
4,161

年齢別農業就業者数の変化（南国市）

3,456
2,908

2,2622,262

2,201

10年前と比べ
3分の2まで減少

年々減少

国営ほ場整備事業の調査地区
凡例
整備調査範囲

営農ビジョン（稼げる農業に向けた取り組み）

担い手ビジョン（農地を守り、フル活用を進める取り組み）

南国市の目指す将来の営農・担い手ビジョン（案）〈事業完了後5年後＝今からおよそ15年後〉

営農転換
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【一般の部】【幼児・児童・生徒の部】

と　き 12月10日㈰～17日㈰ ところ スポーツセンター

【一般の部】【幼児・児童・生徒の部】同時開催【一般の部】【幼児・児童・生徒の部】同時開催

第 57 回南国市美術展覧会

■
部
門
／
洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
漫
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

　
写
真
、
彫
塑
・
工
芸

■
出
品
資
格
／
市
内
在
住
ま
た
は
出
身
の
方
、
市
内
に

　
勤
務
ま
た
は
勤
務
経
験
の
あ
る
方
、
市
内
校
の
在
学

　
生
ま
た
は
卒
業
生
、
市
内
に
あ
る
各
種
サ
ー
ク
ル
に

　
在
籍
す
る
方

■
出
品
料
／
１
点
に
つ
き
500
円
（
高
校
生
は
250
円
）

＊
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

■
搬
入

▼
搬
入
日
／
12
月
３
日
㈰
　
10
時
〜
19
時

▼
搬
入
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
備
考
／
開
催
要
項
・
出
品
票
は
市
役
所
総
合
案
内
・

　
支
所
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
日
章

　
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
で
10
月
中
旬
か
ら
配
布
予
定
で

　
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）

■
部
門
／
絵
画
、お
話
の
絵
、版
画
、デ
ザ
イ
ン
、工
作・

　
工
芸・立
体
作
品
、彫
塑
、書
写（
幼
児
の
部
は
除
く
）

■
出
品
資
格
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
園
・
在
学
す
る
４

　
歳
児
ク
ラ
ス
以
上
の
幼
児
、
児
童
、
生
徒

■
出
品
料
／
無
料

■
搬
入

①
幼
児
の
部
（
書
写
を
除
く
全
部
門
）

　
児
童・生
徒
の
部（
絵
画
、お
話
の
絵
、版
画
、デ
ザ
イ
ン
、書
写
）

▼
搬
入
日
／
11
月
14
日
㈫
　
９
時
〜
16
時
30
分

▼
搬
入
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

②
児
童
・
生
徒
の
部
（
工
作
・
工
芸
・
立
体
作
品
、
彫
塑
）

▼
搬
入
日
／
12
月
４
日
㈪
　
９
時
〜
16
時
30
分

▼
搬
入
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＊
詳
し
く
は
要
項
参
照

■
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課
（
☎
８
８
０
・
６
５
６
８
）

国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。
忘れず納めましょう。

■問い合わせ 　南国年金事務所　☎８６４－１１１１
（自動音声案内②→②を押してください。国民年金課に繋がります。）

　市民課年金係　　☎８８０－６５５５

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承
認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（６５歳から
受けられる年金）の受取額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等これらの期間の保険料について
は、１０年以内であれば遡って納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降の追納の場
合、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。
※追納の申し込みを希望される方、またはご相談は、南国年金事務所までお願いします。

◆国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

　なんこくファミリーザポートセンターは、子育て中の家庭を支援するため、「手助けをしてほ
しい方」と「お手伝いできる方」が地域において子育ての助け合いをする会員制の有償ボラン
ティア組織です。
　平成２９年１０月３日（火）の本格的援助活動実施に向けて会員募集を行っております。会
員になるには同センターでの事前登録が必要です。
　また、子育てのお手伝いを希望される方（援助会員）はセンターの実施する２日間・合計
１２時間の保育サービス講習会の受講が必要です。

なんこくファミリーサポートセンター
子育て援助会員の募集！！

地域の子育てを
始めてみませんか？

なんこくファミリーサポートセンター
子育て援助会員の募集！！

地域の子育てを
始めてみませんか？

なんこくファミリー
サポートセンター

子どもの
お迎えを
頼みたい。

《平成29年度第2回講習会》
■日時：１０月５日（木）・６日（金）９:３０～１６:３０
■場所：南国市役所５階第２～５委員会室
■申込締切：９月２９日（金）
■申込み・問い合わせ：なんこくファミリーサポートセンター　☎802－5665
　　　　　　　　　　　（南国市立西部児童館２Ｆ）日・月曜日・祝日は休み
※参加費無料・託児有

ファ
ミリ
ーサポ

ートセン
ターのアドバイザーが会員同士を結びつけますファ

ミリ
ーサポ

ートセン
ターのアドバイザーが会員同士を結びつけます

※あすなろコーナーで特別支援学級の作品も展示します。※あすなろコーナーで特別支援学級の作品も展示します。
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試験区分 受　験　資　格

行  政 Ⅰ

■採用試験日／10月15日㈰
■申込期間／　9月1日㈮～20日㈬　８：30～17：15
＊土・日曜日、祝日は除く
＊郵送の場合は、９月20日㈬までの消印有効
■申込書配布場所／市役所総合案内・総務課職員係で９月１日㈮から配布します。また、南国市のホーム
　ページからもダウンロードできます。
＊郵送での請求は、住所・氏名を記入し、120 円切手を貼った返信用封筒（角２）を同封してください。
■採用予定日／平成30年４月 1 日以降
■採用予定人数／各試験区分とも若干名
■申込書の請求・問い合わせ
　総務課職員係
　（〒783－8501　南国市大埇甲２３０１　☎８８０－６５５１　　 http://www.city.nankoku.lg.jp）

昭和63年４月２日～平成12年４月１日までに生まれた方

行  政 Ⅱ

昭和63年４月２日～平成12年４月１日までに生まれた方で、次の要件をすべて満たす方

平成30年４月１日から
平成33年３月31日まで

土木技師 昭和58年４月２日～平成12年４月１日までに生まれた方

建築技師 昭和58 年４月２日以降に生まれた方で、１級または２級建築士の資格を持っている方、
または平成30 年３月末までに資格取得見込みの方

消防士 平成４年４月２日～平成12年４月１日までに生まれた方

試験区分 任期 受　験　資　格

調理師

文化財
調査員

保 健 師

保育士
・

幼稚園教諭

南国市職員募集南国市職員募集

南国市任期付職員募集

昭和63年４月２日以降に生まれた方で、保育士および幼稚園教諭の資格を持っている方、
または平成30年３月末までに資格取得見込みの方

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を持っている方、または平成30年
４月末までに資格取得見込みの方

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、調理師の資格を持っている方、または平成30年
３月末までに資格取得見込みの方

（１）大学又は大学院で考古学に関する専門課程を専攻して卒業若
しくは修了した方

（２）埋蔵文化財発掘調査（整理・報告書作成を含む）の経験がある方
（３）普通自動車の運転免許を持っている方、または平成30年３月

末までに取得見込みの方

（１）障害の程度が１級から６級までの身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手帳の
交付を受けている方

（２）自力による通勤が可能で、介護人なしで通常事務遂行が可能な方
（３）活字印刷文による出題に対応可能な方

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、次の要件をすべて満たす方

平
成
29
年
度
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

８
月
２
日（
水
）〜
８
月
４
日（
金
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　少年消防クラブ員が消防の実践的な
活動を取り入れた訓練等を通じて他地域
の少年消防クラブ員と親交を深めるととも
に、消防団等から被災経験、災害教訓、災
害への備えなどについて学ぶことにより、
将来の地域防災の担い手育成に資するこ
とを目的とした「少年消防クラブ交流会」
の全国大会が徳島県にて開催されまし
た。（南国市少年消防クラブは初参加）
　南国市少年消防クラブからクラブ員5
名が参加し、合同訓練や避難所体験を通
し、全国の少年消防クラブ員との交流を
図りました。

○8月2日
　オリエンテーション

○8月3日
　　合同訓練ではクラブ対抗リレー、クラブ
対抗障害物競争に出場し、50チーム中総
合11位と健闘しました。

　　合同訓練後、うだつアリーナへ移動し、
炊き出しの夕食、避難所体験を実施。

　　避難所体験では、各班に分かれて段ボー
ルを使用し、避難所生活の問題点を考え
ながら、段ボール工作をしました。

○8月4日
　徳島県下消防団員の方 と々の交流。

南国市少年消防クラブ
参加者
藤村　　建太
野村　　周平
森岡　　虎太郎
上田　　緋音
川野上　菜々海

合同訓練

避難所体験

消防団員の方 と々の交流
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（9月、10月分）
農家レストランまほろば畑農家レストランまほろば畑農家レストランまほろば畑
営業日のお知らせ

　火曜日限定で、道の駅南国「風良里」２階にて、南国市内で活動する女性達が農家
レストラン「まほろば畑」を営業しています。
　南国市の食材を使った、アイディアいっぱいの、安心安全な料理やデザートを、バイ
キング形式で提供しています。生産者の顔がみえる、あったか♡ほんわか農家レストラン
へご来店ください。

当日は１０：３０より各時間帯のお食事券を購入できます。
ご予約も１名様から承っております。各営業日の前日までにご連絡ください。（※受付は平日のみ）
混雑時は、ご予約いただいたお客様にも相席をお願いする場合もございます。
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
■予約・問い合わせ／農林水産課　☎８８０－６５５９

営業時間　１０：５０～１４：１０
入店時間 ①１０：５０　
 ②１２：００　
 ③１３：１０
 （各６０分間の総入れ替え方式）
　 大人（中学生以上） 1,000 円
　 小学生  700 円
　 ３歳以上小学生未満 300 円
　 幼児  無料

 ５日 すずらんグループ
 １２日 たちばなグループ
 １９日 休み（施設メンテナンス）
 ２６日 味彩グループ
 ３日 すずらんグループ
 １０日 休み（まほろば畑休業日）
 １７日 たちばなグループ
 ２４日 味彩グループ
 ３１日 すずらんグループ

10
月

７
周
年
月
間

9
月

涯 習楽生 涯 習楽生韓国語教室（初級コース）

■日時／10月６日、13日、20日、27日、11月10日
　　　　13：30～15：00（すべて金曜日、全5回）
■場所／スポーツセンター
　　　　ただし、10／6のみ三和防災コミュニティーセンター
■講師／金　一国（キム　イルグク）
■対象／18歳以上の方 ■定員／20名程度
■受講料／1,300円（５回分） ■材料費／100円
■準備物／筆記用具 ■申込締切／９月20日㈬

　ハングル（チョソングル）とは韓国、朝鮮で作られた独特の
文字のことです。この文字をしっかり使いこなすことが韓国
語、朝鮮語を勉強する上で最も重要な要素であり、挫折をし
ないための要となります。
　文字から始める納得いくノウハウで、地道に韓国語を学ん
でみませんか。

韓国語教室（中級コース）

■日時／11月17日、24日、12月１日、８日、15日
　　　　13：30～15：00（すべて金曜日、全５回）
■場所／スポーツセンター
　　　　ただし、12/15のみ三和防災コミュニティーセンター
■講師／金　一国（キム　イルグク）
■対象／18歳以上の方 ■定員／20名程度
■受講料／1,300円（５回分） ■材料費／100円
■準備物／筆記用具 ■申込締切／10月20日㈮

　初級コース修了者、ハングル（チョソングル）の読み書きが
できる方が対象となります。
　簡単な受け答えから、もう少し内容のある会話を楽しめる
ように、韓国語を学んでみませんか？

フランス料理教室

■日時／10月３日㈫　10：30～13：00
■場所／三和防災コミュニティーセンター
■講師／川田　アマンディーン
■対象／18歳以上の方
■定員／12名程度
■受講料／500円
■材料費／1,500円
■準備物／エプロン、タッパ
■申込締切／９月20日㈬

　肉を煮込んで小麦粉や生クリームで白く仕上げる「ブラン
ケット」を作ります。今回は食べやすい鶏肉を使います。
　週末など、家族が集まりゆったりとした時間を過ごす時な
どに作る、家庭的でシンプルな伝統料理です。

各教室の申込方法・申込先
　教室名、住所、氏名、年齢、電話番号をお知
らせください。応募者多数の場合は抽選し、結
果をはがきでお知らせいたします。

スポーツセンター内 まほろばクラブ南国
（☎ ８６５－８０１５）まで

料 

金

１０月は７周年月間として、
各グループが「四方竹」を
使ったメニューを提供

します♪（３日は除きます。）
お楽しみに・・・☆彡

緊急地震速報を見聞きした際の対応行動⑧緊急地震速報を見聞きした際の対応行動⑨
- 安きに居て危うきを思う -
やす あり あや おも居安思危

こ あん し き

居安思危
こ あん し き

９．バスや鉄道、路面電車等に乗っている時

緊急地震速報を入手する手段 強い揺れから身を守るための事前の備え

♦手すりなどにしっかりつかまり、身を低くする。

携帯電話・スマートフォン、
車内放送

基 本的行動

・高齢者、乳幼児連れには席を譲る
・不安定な場所には立たない
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●混み合って身動きがとれない場合は、手すりやつり革などにしっかりつかまり足下を確保する。
●乳幼児といる場合には、上着などを被せしっかりと抱きかかえ、飛ばされないように身を低くする。

【参考】エレベーターの場合
　携帯電話・スマートフォンで緊急地震速報を見聞きした場合は、すべての階
のボタンを押し、停まった階で速やかに降り、カバンなどで頭を守って身を低く
しましょう！

危機管理課では、南国市にお住いの方に、家具の固定金具取り付けの
補助をしています！
詳しくは、危機管理課までお問い合わせください。

危機管理課から
のお知らせ

■問い合わせ／危機管理課・８８０－６５７５

家具を固定しましょう！！

南国市家具固定キャラクター
なんこくタンスんたくん

～働く人の明日をつくる～
　この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的とし
ており、国が行う調査の中でも特に重要なものとされる「基幹統計調査」
です。
　調査をお願いする世帯には、９月下旬に調査員が伺い、調査書類を
お配りします。皆様に、より便利に回答をしていただくため、パソコンやス
マートフォンを使って、簡単にインターネットでも回答することが可能となっていますので、調査
の趣旨をご理解いただき、回答をお願いいたします。

総務省・高知県・南国市

平成２９年１０月１日現在で就業構造基本調査を実施します
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●混み合って身動きがとれない場合は、手すりやつり革などにしっかりつかまり足下を確保する。
●乳幼児といる場合には、上着などを被せしっかりと抱きかかえ、飛ばされないように身を低くする。

【参考】エレベーターの場合
　携帯電話・スマートフォンで緊急地震速報を見聞きした場合は、すべての階
のボタンを押し、停まった階で速やかに降り、カバンなどで頭を守って身を低く
しましょう！

危機管理課では、南国市にお住いの方に、家具の固定金具取り付けの
補助をしています！
詳しくは、危機管理課までお問い合わせください。

危機管理課から
のお知らせ

■問い合わせ／危機管理課・８８０－６５７５

家具を固定しましょう！！

南国市家具固定キャラクター
なんこくタンスんたくん
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試験区分 受　験　資　格

行  政 Ⅰ

■採用試験日／10月15日㈰
■申込期間／　9月1日㈮～20日㈬　８：30～17：15
＊土・日曜日、祝日は除く
＊郵送の場合は、９月20日㈬までの消印有効
■申込書配布場所／市役所総合案内・総務課職員係で９月１日㈮から配布します。また、南国市のホーム
　ページからもダウンロードできます。
＊郵送での請求は、住所・氏名を記入し、120 円切手を貼った返信用封筒（角２）を同封してください。
■採用予定日／平成30年４月 1 日以降
■採用予定人数／各試験区分とも若干名
■申込書の請求・問い合わせ
　総務課職員係
　（〒783－8501　南国市大埇甲２３０１　☎８８０－６５５１　　 http://www.city.nankoku.lg.jp）

昭和63年４月２日～平成12年４月１日までに生まれた方

行  政 Ⅱ

昭和63年４月２日～平成12年４月１日までに生まれた方で、次の要件をすべて満たす方

平成30年４月１日から
平成33年３月31日まで

土木技師 昭和58年４月２日～平成12年４月１日までに生まれた方

建築技師 昭和58 年４月２日以降に生まれた方で、１級または２級建築士の資格を持っている方、
または平成30 年３月末までに資格取得見込みの方

消防士 平成４年４月２日～平成12年４月１日までに生まれた方

試験区分 任期 受　験　資　格

調理師

文化財
調査員

保 健 師

保育士
・

幼稚園教諭

南国市職員募集南国市職員募集

南国市任期付職員募集

昭和63年４月２日以降に生まれた方で、保育士および幼稚園教諭の資格を持っている方、
または平成30年３月末までに資格取得見込みの方

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を持っている方、または平成30年
４月末までに資格取得見込みの方

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、調理師の資格を持っている方、または平成30年
３月末までに資格取得見込みの方

（１）大学又は大学院で考古学に関する専門課程を専攻して卒業若
しくは修了した方

（２）埋蔵文化財発掘調査（整理・報告書作成を含む）の経験がある方
（３）普通自動車の運転免許を持っている方、または平成30年３月

末までに取得見込みの方

（１）障害の程度が１級から６級までの身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手帳の
交付を受けている方

（２）自力による通勤が可能で、介護人なしで通常事務遂行が可能な方
（３）活字印刷文による出題に対応可能な方

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、次の要件をすべて満たす方
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　少年消防クラブ員が消防の実践的な
活動を取り入れた訓練等を通じて他地域
の少年消防クラブ員と親交を深めるととも
に、消防団等から被災経験、災害教訓、災
害への備えなどについて学ぶことにより、
将来の地域防災の担い手育成に資するこ
とを目的とした「少年消防クラブ交流会」
の全国大会が徳島県にて開催されまし
た。（南国市少年消防クラブは初参加）
　南国市少年消防クラブからクラブ員5
名が参加し、合同訓練や避難所体験を通
し、全国の少年消防クラブ員との交流を
図りました。

○8月2日
　オリエンテーション

○8月3日
　　合同訓練ではクラブ対抗リレー、クラブ
対抗障害物競争に出場し、50チーム中総
合11位と健闘しました。

　　合同訓練後、うだつアリーナへ移動し、
炊き出しの夕食、避難所体験を実施。

　　避難所体験では、各班に分かれて段ボー
ルを使用し、避難所生活の問題点を考え
ながら、段ボール工作をしました。

○8月4日
　徳島県下消防団員の方 と々の交流。

南国市少年消防クラブ
参加者
藤村　　建太
野村　　周平
森岡　　虎太郎
上田　　緋音
川野上　菜々海

合同訓練

避難所体験

消防団員の方 と々の交流
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　　　社会を明るくする運動
 （市内各所）

　　　石土神社紫橙大護摩祈願祭
 （十市）

　　　　　　人権パネル展
 （スポーツセンター）

　　　　ＪＡ長岡泥んこスポーツ大会
 （長岡）

防災について学習！防災について学習！
7／ 29、30　稲生地区避難所宿泊体験

　７月29日～30日に稲生地区防災連合会と稲生小学校
の主催で避難所宿泊体験（防災キャンプ）を行いました。
　避難所宿泊体験では、実際に避難袋１つで一夜を過ご
し、防災クイズや避難所で活用できる新聞スリッパやダン
ボールトイレを作製し
ました。また、高知大
学地域協働学部の
学生との防災カルタ
での学習など、防災
に必要な様々な知
識を学びました。

▲ 7／3▲ 7／10～20 ▲ 7／6

▲ 7／16

　　　　立石地区祇園様夏祭り
 （稲生）

　　　　まほろばクラブ南国アスリート教室「日清食品カップ
第33回全国小学生陸上競技交流大会出場報告」（市役所）

▲ 7／22▲ 7／25

　　　　女性消防団員による防災
啓発活動 （久礼田にこにこ学童）

　　　　女性消防団員による防災啓発
紙芝居の読み聞かせ （大篠保育園）

▲ 7／28▲ 7／28 　　　　道の駅南国風良里オープン
 18周年記念感謝祭（道の駅風良里）

　　　　ＡＬＴへの感謝状贈呈
 （市役所）

▲ 7／16▲ 7／19

　　　　大篠小バレーボールクラブ来庁「第37回ファミリー
マートカップ全日本小学生大会出場報告」 （市役所）

▲ 7／25

自分を知って、一歩踏み出そう！～まだまだ参加者募集中～自分を知って、一歩踏み出そう！～まだまだ参加者募集中～
7／22　第１回　女と男のおもしろ心理学ワークショップ

　７月２２日、南国市役所で「女と男のおもしろワークショップ」の第１回目が開催され、約３０名が参加しまし
た。（全５回）
　講座は男女別々で、女性向け講座では「男性が約束の時間に遅刻」「勤務査定が下がり落ち込んでいる」と
いったケースにどう応じたらいいか、男性向け講座では「女性に送ったメールの内容」「婚約者との電話での
やりとり」についてどう感じたか、意見を出し合いました。
　男女の考え方・感じ方の違いに気づくとともに、同性間でも
様々な見方・意見があることを体感し、思い込みや固定観念に
とらわれない柔軟性の大切さを学びました。

　「広報なんこく」に掲載する有料広告を募集して
います。
■広告の掲載内容／内容は法令などに違反なく、公
　益上支障がないもの、そのほか、「南国市広報紙
　発行規則」によります。
■申込方法／所定の申込書で完成版下原稿またはデ
　ータを添えて、お申し込みください。
■備考／広告の掲載は申込順とします。

■広告の規格および掲載料

※掲載は、３カ月・６カ月・12カ月連続とする。

■申込先・問い合わせ／企画課秘書広報係
　☎８６３－２１１１（内線４０４）

　サイズ
（縦×横）

掲　載　料
３カ月 ６カ月 12カ月

4.6㎝×8.0㎝ 30,000円 57,000円 108,000円

4.6㎝×17.0㎝ 60,000円 114,000円 216,000円

規格

  Ａ

  Ｂ

「広報なんこく」有料広告募集中

今後のスケジュール
第２回 ９月 ９日（土） 南国市商工会館
第３回 ９月 30日（土） 南国市役所
第４回 １０月 21日（土） 南国市商工会館
第５回 １１月 25日（土） 南国市商工会館（男女合同）
参加申し込み・問い合わせは子育て支援課まで

（ホームページにチラシの掲載あり）☎８８０－６５６２

お詫び
８月９日１１時２分の核兵器廃
絶の願いを込めたサイレンが
時間どおりに放送されません
でした。今後このようなことが
ないようお詫びいたします。

危機管理課

広告
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　　　社会を明るくする運動
 （市内各所）

　　　石土神社紫橙大護摩祈願祭
 （十市）

　　　　　　人権パネル展
 （スポーツセンター）

　　　　ＪＡ長岡泥んこスポーツ大会
 （長岡）

防災について学習！防災について学習！
7／ 29、30　稲生地区避難所宿泊体験

　７月29日～30日に稲生地区防災連合会と稲生小学校
の主催で避難所宿泊体験（防災キャンプ）を行いました。
　避難所宿泊体験では、実際に避難袋１つで一夜を過ご
し、防災クイズや避難所で活用できる新聞スリッパやダン
ボールトイレを作製し
ました。また、高知大
学地域協働学部の
学生との防災カルタ
での学習など、防災
に必要な様々な知
識を学びました。

▲ 7／3▲ 7／10～20 ▲ 7／6

▲ 7／16

　　　　立石地区祇園様夏祭り
 （稲生）

　　　　まほろばクラブ南国アスリート教室「日清食品カップ
第33回全国小学生陸上競技交流大会出場報告」（市役所）

▲ 7／22▲ 7／25

　　　　女性消防団員による防災
啓発活動 （久礼田にこにこ学童）

　　　　女性消防団員による防災啓発
紙芝居の読み聞かせ （大篠保育園）

▲ 7／28▲ 7／28 　　　　道の駅南国風良里オープン
 18周年記念感謝祭（道の駅風良里）

　　　　ＡＬＴへの感謝状贈呈
 （市役所）

▲ 7／16▲ 7／19

　　　　大篠小バレーボールクラブ来庁「第37回ファミリー
マートカップ全日本小学生大会出場報告」 （市役所）

▲ 7／25

自分を知って、一歩踏み出そう！～まだまだ参加者募集中～自分を知って、一歩踏み出そう！～まだまだ参加者募集中～
7／22　第１回　女と男のおもしろ心理学ワークショップ

　７月２２日、南国市役所で「女と男のおもしろワークショップ」の第１回目が開催され、約３０名が参加しまし
た。（全５回）
　講座は男女別々で、女性向け講座では「男性が約束の時間に遅刻」「勤務査定が下がり落ち込んでいる」と
いったケースにどう応じたらいいか、男性向け講座では「女性に送ったメールの内容」「婚約者との電話での
やりとり」についてどう感じたか、意見を出し合いました。
　男女の考え方・感じ方の違いに気づくとともに、同性間でも
様々な見方・意見があることを体感し、思い込みや固定観念に
とらわれない柔軟性の大切さを学びました。

　「広報なんこく」に掲載する有料広告を募集して
います。
■広告の掲載内容／内容は法令などに違反なく、公
　益上支障がないもの、そのほか、「南国市広報紙
　発行規則」によります。
■申込方法／所定の申込書で完成版下原稿またはデ
　ータを添えて、お申し込みください。
■備考／広告の掲載は申込順とします。

■広告の規格および掲載料

※掲載は、３カ月・６カ月・12カ月連続とする。

■申込先・問い合わせ／企画課秘書広報係
　☎８６３－２１１１（内線４０４）

　サイズ
（縦×横）

掲　載　料
３カ月 ６カ月 12カ月

4.6㎝×8.0㎝ 30,000円 57,000円 108,000円

4.6㎝×17.0㎝ 60,000円 114,000円 216,000円

規格

  Ａ

  Ｂ

「広報なんこく」有料広告募集中

今後のスケジュール
第２回 ９月 ９日（土） 南国市商工会館
第３回 ９月 30日（土） 南国市役所
第４回 １０月 21日（土） 南国市商工会館
第５回 １１月 25日（土） 南国市商工会館（男女合同）
参加申し込み・問い合わせは子育て支援課まで

（ホームページにチラシの掲載あり）☎８８０－６５６２

お詫び
８月９日１１時２分の核兵器廃
絶の願いを込めたサイレンが
時間どおりに放送されません
でした。今後このようなことが
ないようお詫びいたします。

危機管理課

広告
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■応募締切／９月11日㈪必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ係」
　　　　　＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／22通 ★正 解 率／82％

【第543回当選者】
北川　桃圭 （大埇甲）
今西　基 （大埇甲）
須江　海斗 （大埇乙）
長崎　誠 （緑ヶ丘）
竹村　節代 （香美市）

【第543回解答】

　

回
56
第

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

下記の写真は岡豊山の本丸跡に期間限定で建てられた、望み櫓で
す。香長平野が一望できる、この場所から四国平定の野望を実現し
ようとした、戦国武将の名前をフルネームで答えてください。

１位　ニラ　
２位　シシトウ　
３位　オクラ

　
徹
夜
を
覚
悟
す
れ
ば
何
と
か
な
る
、

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
一
晩
で
は
片

が
付
か
ず
、
翌
日
ま
で
か
か
る
こ
と
が

増
え
て
き
た
。
加
齢
に
伴
う
体
力
の
衰

え
、
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
夜
遅

く
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
疲
れ
が
た

ま
り
、
も
っ
と
丁
寧
に
、
と
か
、
も
っ

と
深
く
、
と
い
う
こ
と
が
な
か
な
か
で

き
な
い
。
十
分
な
睡
眠
が
取
れ
な
か
っ

た
翌
日
は
、
頭
痛
が
し
た
り
、
や
る
気

が
出
な
か
っ
た
り
し
、
仕
事
が
は
か
ど

ら
ず
に
一
日
を
棒
に
振
る
こ
と
と
な

り
、
き
ち
ん
と
し
た
睡
眠
を
と
り
仕
事

を
し
な
い
と
い
け
な
い
、
と
真
剣
に
思

う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
自
分
の
工
夫
で
時
間
を
調
整
で
き
る

場
合
に
は
、
自
分
で
自
覚
し
て
、
実
行

す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
仕
事
の
関
係

で
ど
う
し
て
も
そ
う
し
た
時
間
を
生
み

出
せ
な
い
場
合
も
あ
る
。
現
実
に
は
そ

う
し
た
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
私
も
ど
う
し
て
も
時
間
の
都
合
が
つ

か
ず
、
睡
眠
を
削
っ
て
帳
尻
を
合
わ
せ

る
事
が
あ
る
。「
過
労
自
殺
」
の
報
道

を
見
る
と
、
仕
事
環
境
が
厳
し
く
、
十

分
な
睡
眠
ど
こ
ろ
で
は
な
い
働
き
方
を

し
て
い
る
人
が
か
な
り
い
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
状
態
が
長
く
続

い
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ

る
。
健
康
や
命
を
奪
う
ほ
ど
の
労
働
、

と
い
う
の
は
大
き
な
人
権
問
題
の
ひ
と

つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
で
は
「
早
寝
早
起
き
」
が
健
康

や
勤
勉
の
理
想
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
こ
の
言
葉
が
あ

ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
昼
夜
を
問

わ
ず
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
健
康
は
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
気
が
す
る
。

　「
睡
眠
負
債
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
。

睡
眠
不
足
の
蓄
積
に
よ
り
、
病
気
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
、
活
動
実
績
を
低
下
さ

せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
対
人
関

係
に
お
い
て
も
睡
眠
不
足
等
で
イ
ラ
イ

ラ
し
て
い
る
と
、
そ
の
影
響
が
出
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
、
子
育
て
中

の
人
、
介
護
を
し
て
い
る
人
、
仕
事
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
皆
が
十
分
寝

て
、
す
っ
き
り
目
覚
め
ら
れ
る
日
が
来

れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
の
種
は
育
ち
に
く
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
日
が
一
日
も

早
く
来
る
よ
う
希
望
す
る
。

　
池
知
重
利
は
天
保
２（
１
８
３
１
）年
８

月
18
日
に
西
野
地
村（
長
岡
）の
郷
士
の
家

に
生
ま
れ
ま
し
た
。重
利
は
嘉
永
４（
１
８

５
１
）年
に
３
代
目
圑
助
の
跡
を
継
ぎ
ま

し
た
。

　
若
い
頃
か
ら
文
武
に
す
ぐ
れ
、土
佐
勤

王
党
結
成
と
と
も
に
そ
の一
員
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。文
久
２（
１
８
６
２
）年
12
月

江
戸
に
赴
き
志
士
と
交
流
し
、ま
た
藩
主

山
内
容
堂
に
従
って
京
都
に
上
り
、機
密
を

扱
う
御
用
係
を
申
し
つ
か
っ
て
諸
藩
の
動

き
を
探
る
役
目
も
果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、文
久
３（
１
８
６
３
）年
９
月
21

日
、土
佐
勤
王
党
へ
の
弾
圧
が
は
じ
ま
り
、

行
動
を
共
に
す
る
同
志
が
相
次
い
で
投
獄

さ
れ
る
と
い
う「
勤
王
党
の
獄
」が
起
こ
り

ま
す
。そ
の
た
め
重
利
た
ち
は
武
市
半
平

太
ら
勤
王
党
の
人
達
の
釈
放
を
願
い
活
動

し
ま
す
が
、叶
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
重
利
は
中
岡
慎
太
郎
と
意
気
が
合
い
、

陸
援
隊
で
活
躍
し
、慶
応
３（
１
８
６
７
）

年
11
月
15
日
、坂
本
龍
馬
、中
岡
慎
太
郎

の
両
雄
が
暗
殺
さ
れ
た
後
も
、そ
の
意
志

を
継
い
で
活
動
し
ま
し
た
。ま
た
、戊
辰
戦

争
で
は
、断
金
隊
長
と
な
っ
て
東
北
の
地
で

武
勲
を
た
て
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
品
が
長
岡
に
あ
る
猿
田
彦
神

社
に
２
点
伝
わ
って
い
ま
す
。

　
一つ
目
は
陣
貝
で
、重
利
が
会
津
城
を
攻

め
落
と
し
た
時
、城
の
天
守
閣
に
吊
し
て

あ
っ
た
も
の
を
押
収
し
て
、凱
旋
し
た
時
に

寄
進
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。徳
川

家
の
定
紋「
三
葉
葵
」の
蒔
絵
が
あ
り
、入

念
な
絹
の
網
袋
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
刀
で
、備
州
住
助
貞（
真
）の
銘

を
も
つ
も
の
で
す
。こ
の
刀
工
に
つ
い
て
は
備

州（
現
在
の
岡
山
県
）の
刀
工
と
い
う
以
外

は
不
明
な
点
が
多
い
で
す
が
、永
正
か
ら
文

禄（
１
５
０
４
〜
１
５
９
５
年
）に
か
け
て
の

刀
工
の
ひ
と
り
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。勤

王
党
志
士
池
知
重
利
の
東
征
の
記
念
で
あ

り
、維
新
戦
争
に
使
用
し
た
も
の
と
さ
れ
、

当
時
の
ま
ま
刀
身
、拵
が
残
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
品
で
す
。

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て
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会

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

幕末維新の南国　―池知重利と猿田彦神社―

顕彰碑（長岡）

陣貝と刀

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

こ
し
ら
え

200

趣味は
釣りと旅行！

島内　久夫 さん
 （物部）

しまのうち ひさ  お

　
地
元
の
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
18
歳
の
頃

か
ら
農
業
を
し
て
い
ま
す
。小
学
校
か
ら
手

伝
っ
て
い
た
の
で
、高
校
を
卒
業
す
る
頃
に
は
、

農
作
業
に
は
手
慣
れ
て
い
ま
し
た
。よ
そ
の
田

ん
ぼ
も
、作
業
受
託
を
し
て
い
ま
す
。刈
取
り

の
み
や
、田
植
え
の
み
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

全
部
受
託
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。地
元

の
顔
見
知
り
な
の
で
断
る
に
断
れ
ん
で
す
。

　
趣
味
は
釣
り
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。５
年
ほ

ど
前
に
船
が
流
さ
れ
て
、こ
こ
何
年
か
は
行
け

て
い
ま
せ
ん
。釣
り
を
始
め
た
頃
は
手
作
り
の

船
で
、手
漕
ぎ
で
沖
へ
出
て
、ア
ジ
が
入
れ
食
い

で
釣
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。だ
い
ぶ
沖
の

方
へ
出
た
と
思
って
い
ま
し
た
が
、後
で
聞
く
と

近
く
の
方
で
釣
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。そ
の
後

手
作
り
の
船
が
台
風
で
流
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、ち
ゃ
ん
と
し
た
船
を
買
い
、免
許
も
と
り
ま

し
た
。ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
も
見
ま
し
た
が
、大
き

い
も
の
が
お
る
と
き
は
魚
が
釣
れ
ま
せ
ん
。釣
っ

て
い
た
の
は
ア
ジ
、サ
バ
、タ
イ
、チ
ヌ
な
ど
で
、

高
知
新
港
が
で
き
る
前
は
な
ん
ぼ
で
も
釣
れ

て
い
ま
し
た
。

　
釣
り
以
外
で
は
よ
く
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。

高
速
道
路
が
安
い
と
き
に
大
阪
、名
古
屋
、神

奈
川
、富
士
山
な
ど
全
部
日
帰
り
で
行
き
ま

し
た
。富
士
山
で
は
駐
車
場
か
ら
20ｍ
く
ら
い

上
っ
た
だ
け
で
し
た
が
、８
月
に
も
関
わ
ら
ず

雪
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、船
を
買
っ
て
釣
り
へ
行
く

こ
と
で
す
。ま
た
大
き
な
目
標
と
し
て
、自
分

用
の
小
屋
を
建
て
る
こ
と
で
す
。今
あ
る
仕
事

用
の
ほ
っ
た
て
小
屋
と
は
別
に
、自
分
の
好
き

な
よ
う
に
で
き
る
小
屋
を
建
て
た
い
で
す
が
、

仕
事
が
増
え
、な
か
な
か
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら

ん
で
す
。

　
性
格
は
大
ら
か
で
き
つ
き
つ
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
、取
材
で
も
心
地
よ
く
回
答
を
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
！

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）南
国
市
は
野
菜
も
素
晴
ら
し
い
け
ど
や
っ
ぱ
り
シ
ャ
モ
も
は
ず
せ
な
い
で
す
ね
！
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徹
夜
を
覚
悟
す
れ
ば
何
と
か
な
る
、

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
一
晩
で
は
片

が
付
か
ず
、
翌
日
ま
で
か
か
る
こ
と
が

増
え
て
き
た
。
加
齢
に
伴
う
体
力
の
衰

え
、
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
夜
遅

く
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
疲
れ
が
た

ま
り
、
も
っ
と
丁
寧
に
、
と
か
、
も
っ

と
深
く
、
と
い
う
こ
と
が
な
か
な
か
で

き
な
い
。
十
分
な
睡
眠
が
取
れ
な
か
っ

た
翌
日
は
、
頭
痛
が
し
た
り
、
や
る
気

が
出
な
か
っ
た
り
し
、
仕
事
が
は
か
ど

ら
ず
に
一
日
を
棒
に
振
る
こ
と
と
な

り
、
き
ち
ん
と
し
た
睡
眠
を
と
り
仕
事

を
し
な
い
と
い
け
な
い
、
と
真
剣
に
思

う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
自
分
の
工
夫
で
時
間
を
調
整
で
き
る

場
合
に
は
、
自
分
で
自
覚
し
て
、
実
行

す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
仕
事
の
関
係

で
ど
う
し
て
も
そ
う
し
た
時
間
を
生
み

出
せ
な
い
場
合
も
あ
る
。
現
実
に
は
そ

う
し
た
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
私
も
ど
う
し
て
も
時
間
の
都
合
が
つ

か
ず
、
睡
眠
を
削
っ
て
帳
尻
を
合
わ
せ

る
事
が
あ
る
。「
過
労
自
殺
」
の
報
道

を
見
る
と
、
仕
事
環
境
が
厳
し
く
、
十

分
な
睡
眠
ど
こ
ろ
で
は
な
い
働
き
方
を

し
て
い
る
人
が
か
な
り
い
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
状
態
が
長
く
続

い
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ

る
。
健
康
や
命
を
奪
う
ほ
ど
の
労
働
、

と
い
う
の
は
大
き
な
人
権
問
題
の
ひ
と

つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
で
は
「
早
寝
早
起
き
」
が
健
康

や
勤
勉
の
理
想
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
こ
の
言
葉
が
あ

ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
昼
夜
を
問

わ
ず
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
健
康
は
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
気
が
す
る
。

　「
睡
眠
負
債
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
。

睡
眠
不
足
の
蓄
積
に
よ
り
、
病
気
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
、
活
動
実
績
を
低
下
さ

せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
対
人
関

係
に
お
い
て
も
睡
眠
不
足
等
で
イ
ラ
イ

ラ
し
て
い
る
と
、
そ
の
影
響
が
出
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
、
子
育
て
中

の
人
、
介
護
を
し
て
い
る
人
、
仕
事
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
皆
が
十
分
寝

て
、
す
っ
き
り
目
覚
め
ら
れ
る
日
が
来

れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
の
種
は
育
ち
に
く
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
日
が
一
日
も

早
く
来
る
よ
う
希
望
す
る
。

　
池
知
重
利
は
天
保
２（
１
８
３
１
）年
８

月
18
日
に
西
野
地
村（
長
岡
）の
郷
士
の
家

に
生
ま
れ
ま
し
た
。重
利
は
嘉
永
４（
１
８

５
１
）年
に
３
代
目
圑
助
の
跡
を
継
ぎ
ま

し
た
。

　
若
い
頃
か
ら
文
武
に
す
ぐ
れ
、土
佐
勤

王
党
結
成
と
と
も
に
そ
の一
員
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。文
久
２（
１
８
６
２
）年
12
月

江
戸
に
赴
き
志
士
と
交
流
し
、ま
た
藩
主

山
内
容
堂
に
従
って
京
都
に
上
り
、機
密
を

扱
う
御
用
係
を
申
し
つ
か
っ
て
諸
藩
の
動

き
を
探
る
役
目
も
果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、文
久
３（
１
８
６
３
）年
９
月
21

日
、土
佐
勤
王
党
へ
の
弾
圧
が
は
じ
ま
り
、

行
動
を
共
に
す
る
同
志
が
相
次
い
で
投
獄

さ
れ
る
と
い
う「
勤
王
党
の
獄
」が
起
こ
り

ま
す
。そ
の
た
め
重
利
た
ち
は
武
市
半
平

太
ら
勤
王
党
の
人
達
の
釈
放
を
願
い
活
動

し
ま
す
が
、叶
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
重
利
は
中
岡
慎
太
郎
と
意
気
が
合
い
、

陸
援
隊
で
活
躍
し
、慶
応
３（
１
８
６
７
）

年
11
月
15
日
、坂
本
龍
馬
、中
岡
慎
太
郎

の
両
雄
が
暗
殺
さ
れ
た
後
も
、そ
の
意
志

を
継
い
で
活
動
し
ま
し
た
。ま
た
、戊
辰
戦

争
で
は
、断
金
隊
長
と
な
っ
て
東
北
の
地
で

武
勲
を
た
て
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
品
が
長
岡
に
あ
る
猿
田
彦
神

社
に
２
点
伝
わ
って
い
ま
す
。

　
一つ
目
は
陣
貝
で
、重
利
が
会
津
城
を
攻

め
落
と
し
た
時
、城
の
天
守
閣
に
吊
し
て

あ
っ
た
も
の
を
押
収
し
て
、凱
旋
し
た
時
に

寄
進
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。徳
川

家
の
定
紋「
三
葉
葵
」の
蒔
絵
が
あ
り
、入

念
な
絹
の
網
袋
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
刀
で
、備
州
住
助
貞（
真
）の
銘

を
も
つ
も
の
で
す
。こ
の
刀
工
に
つ
い
て
は
備

州（
現
在
の
岡
山
県
）の
刀
工
と
い
う
以
外

は
不
明
な
点
が
多
い
で
す
が
、永
正
か
ら
文

禄（
１
５
０
４
〜
１
５
９
５
年
）に
か
け
て
の

刀
工
の
ひ
と
り
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。勤

王
党
志
士
池
知
重
利
の
東
征
の
記
念
で
あ

り
、維
新
戦
争
に
使
用
し
た
も
の
と
さ
れ
、

当
時
の
ま
ま
刀
身
、拵
が
残
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
品
で
す
。

こ
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ろ
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な
が
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陣貝と刀
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こ
の
シ
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ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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趣味は
釣りと旅行！

島内　久夫 さん
 （物部）

しまのうち ひさ  お

　
地
元
の
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
18
歳
の
頃

か
ら
農
業
を
し
て
い
ま
す
。小
学
校
か
ら
手

伝
っ
て
い
た
の
で
、高
校
を
卒
業
す
る
頃
に
は
、

農
作
業
に
は
手
慣
れ
て
い
ま
し
た
。よ
そ
の
田

ん
ぼ
も
、作
業
受
託
を
し
て
い
ま
す
。刈
取
り

の
み
や
、田
植
え
の
み
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

全
部
受
託
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。地
元

の
顔
見
知
り
な
の
で
断
る
に
断
れ
ん
で
す
。

　
趣
味
は
釣
り
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。５
年
ほ

ど
前
に
船
が
流
さ
れ
て
、こ
こ
何
年
か
は
行
け

て
い
ま
せ
ん
。釣
り
を
始
め
た
頃
は
手
作
り
の

船
で
、手
漕
ぎ
で
沖
へ
出
て
、ア
ジ
が
入
れ
食
い

で
釣
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。だ
い
ぶ
沖
の

方
へ
出
た
と
思
って
い
ま
し
た
が
、後
で
聞
く
と

近
く
の
方
で
釣
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。そ
の
後

手
作
り
の
船
が
台
風
で
流
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、ち
ゃ
ん
と
し
た
船
を
買
い
、免
許
も
と
り
ま

し
た
。ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
も
見
ま
し
た
が
、大
き

い
も
の
が
お
る
と
き
は
魚
が
釣
れ
ま
せ
ん
。釣
っ

て
い
た
の
は
ア
ジ
、サ
バ
、タ
イ
、チ
ヌ
な
ど
で
、

高
知
新
港
が
で
き
る
前
は
な
ん
ぼ
で
も
釣
れ

て
い
ま
し
た
。

　
釣
り
以
外
で
は
よ
く
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。

高
速
道
路
が
安
い
と
き
に
大
阪
、名
古
屋
、神

奈
川
、富
士
山
な
ど
全
部
日
帰
り
で
行
き
ま

し
た
。富
士
山
で
は
駐
車
場
か
ら
20ｍ
く
ら
い

上
っ
た
だ
け
で
し
た
が
、８
月
に
も
関
わ
ら
ず

雪
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、船
を
買
っ
て
釣
り
へ
行
く

こ
と
で
す
。ま
た
大
き
な
目
標
と
し
て
、自
分

用
の
小
屋
を
建
て
る
こ
と
で
す
。今
あ
る
仕
事

用
の
ほ
っ
た
て
小
屋
と
は
別
に
、自
分
の
好
き

な
よ
う
に
で
き
る
小
屋
を
建
て
た
い
で
す
が
、

仕
事
が
増
え
、な
か
な
か
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら

ん
で
す
。

　
性
格
は
大
ら
か
で
き
つ
き
つ
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
、取
材
で
も
心
地
よ
く
回
答
を
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
！

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）当
た
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
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市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）今
回
は
難
し
く
て
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
…

　
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

　
お
手
紙
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

放
送
予
定
の
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ

こ
ろ
旅
（
２
０
１
７
秋
の
旅
）」。

　

９
月
25
日
、
信
濃
国
長
野
県
を

ス
タ
ー
ト
。
愛
知
、
三
重
、
和
歌

山
か
ら
四
国
に
入
り
徳
島
、
香
川
、

愛
媛
、
高
知
と
４
県
を
巡
り
九
州

大
分
へ
。
宮
崎
、
そ
し
て
鹿
児
島

を
目
指
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

お
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す

る
た
め
、
市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な

い
場
所
、
風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手

紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
高
知
県
の
放
送
予
定

　

11
月
20
日
㈪
〜
11
月
24
日
㈮

■
応
募
期
限
／
10
月
16
日
㈪
必
着

■
応
募
内
容
／
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い

出
の
場
所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

■
応
募
方
法

　

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

HPhttp://w
w

w
.nhk.or.jp/

　
kokorotabi/

　

FAX
０
３
・
３
４
６
５
・
１
３
２
７

　

郵
送
〒
１
５
０
・
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６

　

☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・
５
０
０
０

　
技
能
功
労
者
表
彰

　

長
年
同
一
職
業
に
従
事
し
、
優

れ
た
技
能
を
社
会
発
展
の
た
め
に

役
立
て
る
な
ど
、
功
績
の
あ
っ
た

技
能
職
の
表
彰
候
補
者
を
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
本
市
に
居
住
す
る
功

労
顕
著
な
技
能
者
（
市
外
事
業

所
の
勤
務
可
。
自
営
業
者
で
技

能
者
を
兼
ね
る
場
合
を
含
む
）

で
次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
25
年
以
上
同
一
職
業
に
従
事
さ

れ
た
方

②
優
れ
た
技
能
を
有
し
、
他
の
技

術
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
た
方

③
引
き
続
き
そ
の
職
業
に
従
事
す

る
方
や
、
同
一
職
業
の
指
導
的

立
場
に
あ
る
方

※
公
共
団
体
ま
た
は
公
共
団
体
に

準
ず
る
団
体
に
勤
務
中
の
技
能

者
は
除
く
。

■
被
表
彰
者
数
／
５
名
程
度

■
推
薦
方
法
／
表
彰
候
補
者
推
薦

書
を
提
出

※
未
組
織
業
種
の
個
人
か
ら
の
推

薦
も
可

■
推
薦
締
切
／
９
月
29
日
㈮
必
着

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
企
業
誘
致
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
０

　
公
営
住
宅
入
居
者

　
新
規
募
集
に
つ
い
て

■
募
集
戸
数
／
５
戸
程
度

■
募
集
住
宅
場
所

　

長
岡
地
区
（
４
戸
）

　

前
浜
地
区
（
１
戸
）

■
募
集
案
内
配
布
期
間

　

９
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮

※
12
時
～
13
時
を
除
く
。

■
申
込
書
受
付
期
間

　

９
月
13
日
㈬
～
15
日
㈮

※
12
時
～
13
時
を
除
く
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
８

　

自
衛
官
等
募
集

■
種
目

①
防
衛
医
科
大
学
看
護
学
科
学
生

　
（
自
衛
官
コ
ー
ス
）

②
防
衛
医
科
大
学
医
学
科
学
生

③
防
衛
大
学
一
般
（
前
期
）
採
用

④
防
衛
大
学
推
薦
採
用

■
応
募
資
格

　

高
卒（
見
込
み
含
む
）で
21
歳
未
満

の
方（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間

　

①
②
③
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

　

④
９
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

■
試
験
日

①
10
月
14
日
㈯

②
10
月
28
日
㈯
、
10
月
29
日
㈰

③
11
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

④
９
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

■
試
験
会
場

　

①
②
③
高
知
市
内

　

④
防
衛
大
学
校

■
受
験
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

　

☎
８
２
３
・
２
０
０
６

　

HP http://w
w

w
.m

od.go.jp/

　

pco/kochi/

募
　
集
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市
民
か
ら
の
お
便
り
ゴ
ミ
袋
代
を
下
げ
る
よ
り
ゴ
ミ
を
減
ら
せ
る
よ
う
に
家
で
の
努
力
と
リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
分
別
が
大
事

　
第
32
回
高
知
県
地
場
産
業
大
賞

　

く
ろ
し
お
博
覧
会
記
念
基
金
の

運
用
益
に
よ
り
昭
和
61
年
度
か
ら

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す「
平
成
29
年

度
高
知
県
地
場
産
業
大
賞
」
の
募

集
を
始
め
ま
す
。

　

募
集
の
対
象
と
な
る
の
は
、
高

知
県
内
で
製
造
ま
た
は
加
工
さ
れ

た
優
れ
た
地
場
産
品（
概
ね
過
去
２

年
以
内
に
製
品
化
さ
れ
た
も
の
）、

地
場
産
業
に
貢
献
の
あ
っ
た
活
動
。

　

応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
、「
高
知
県

地
場
産
業
大
賞
」「
高
知
県
産
業
振
興
計

画
賞
」「
高
知
県
地
場
産
業
賞
」「
高
知

県
地
場
産
業
奨
励
賞
」、
高
校
生
を
対
象

と
し
た「
高
知
県
次
世
代
賞
」
を
決
定
し

ま
す
。
賞
状
、
記
念
品
の
他
、
副
賞
と

し
て
賞
金
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
９
月
１
日
㈮
～

　

10
月
31
日
㈫

※
高
校
生
対
象
の
「
次
世
代
賞
」

は
12
月
15
日
㈮
ま
で

■
申
請
用
紙
配
布
場
所
／
高
知
県

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
HP
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

〒
７
８
１
・
５
１
０
１

　

高
知
市
布
師
田
３
９
９
２
・
２

　

☎
８
４
５
・
６
６
０
０

　

FAX
８
４
６
・
２
５
５
６

　

✉kigyousinkou@
joho-

　

kochi.or.jp

　
放
送
大
学

　
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
平
成
29
年
度
第

２
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
の
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
300
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

卒
業
す
れ
ば
学
士(

教
養)
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円
（
入
学
金
は
別
）。
半

年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授

業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
半

年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼

べ
る
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月

31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日

ま
で
で
す
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
４
３
・
４
８
６
４

※
資
料
は
無
料
で
す
。

　
第
57
回
南
国
市
美
術
展
覧
会

　
補
助
員
募
集

○
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
部

■
職
種
／
事
務
作
業
補
助
員

■
雇
用
期
間
／
11
月
14
日
㈫
～

　

12
月
19
日
㈫
の
間
の
12
日
間

■
賃
金
／
日
額
７
千
円

■
勤
務
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
10
月
20
日
㈮

　
（
消
印
有
効
）

■
勤
務
内
容
及
び
申
込
み
先

　

南
国
市
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
８

○
一
般
の
部

■
職
種
／
事
務
作
業
補
助
員

■
雇
用
期
間
／
12
月
１
日
㈮
～

　

12
月
19
日
㈫
の
間
の
６
日
間

■
賃
金
／
日
額
７
千
円

■
勤
務
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
10
月
20
日
㈮

　
（
消
印
有
効
）

■
勤
務
内
容
及
び
申
込
み
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　
ア
イ
デ
ア
対
決
・
全
国
高
等

　
専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
２
０
１
７
四
国
地
区
大
会

■
日
時
／
10
月
８
日
㈰
12
時
30
分
～

　

16
時
30
分
（
予
定
）

　

開
場
11
時
30
分

■
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
内
容
／
四
国
の
高
専
全
校
（
６

キ
ャ
ン
パ
ス
12
チ
ー
ム
）
が
参

加
し
、
各
校
の
自
作
ロ
ボ
ッ
ト

の
競
技
会

■
入
場
料
／
無
料

■
入
場
申
込
み

　

郵
便
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
往
信
用

裏
面
に
、
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
名
前
④
電
話
番
号
⑤
希
望
人

数
・
名
前
を
、
返
信
用
表
面
に
、

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前
を

明
記
し
、
下
記
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
学
生

課
内
高
専
ロ
ボ
コ
ン
四
国
地
区

大
会
事
務
局

　

〒
７
８
３
・
８
５
０
８

　

南
国
市
物
部
乙
２
０
０
番
１

　

☎
８
６
４
・
５
６
２
５

※
１
枚
に
つ
き
、
４
人
分
ま
で
の

申
込
み
可
。

※
９
月
11
日
㈪
必
着

※
各
組
織
・
団
体
（
学
校
・
教
育

関
係
機
関
な
ど
）
の
申
込
み
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
９
月
25
日
㈪
に
、
入
場
整
理
券

を
発
送
し
ま
す
。

　
第
６
回
日
章
祭
り

■
日
時
／
10
月
１
日
㈰

　

11
時
～
17
時

※
小
雨
決
行
。
悪
天
時
は
10
月
15

日
㈰
に
延
期

■
場
所
／
日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
屋
外
／
各
種
屋
台

・
屋
内
／
園
児
・
小
学
生
踊
り
、

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
の
演

奏
、
間
六
口
さ
ん
バ
ナ
ナ
の
タ

タ
キ
売
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６
４
・
３
５
３
５

イ
ベ
ン
ト
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観
光
＝
中
村⇒

⇒

奈
半
利

※
人
数
に
よ
っ
て
宿
泊
先
や
料
金

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
土
佐
く
ろ
し
お

鉄
道
（
株
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
情
報
を
掲
載
中
で
す
。

■
お
問
合
せ
・
申
込
先
／

　

安
芸
総
合
事
務
所

　

☎
０
８
８
７
・
３
４
・
８
８
０
５

　
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　

安
芸
駅

　

☎
０
８
８
７
・
３
４
・
８
８
０
０

　
（
土
・
日
・
祝
９
時
～
17
時
）

■
旅
行
企
画
・
実
施
／
土
佐
く
ろ

し
お
鉄
道
（
株
）
安
芸
駅

　
職
業
体
験「
歯
科
衛
生
士
の

　
仕
事
を
知
ろ
う
」

　
―
歯
医
者
さ
ん
の
話
と

　
歯
科
衛
生
士
体
験
―

■
日
時
／
９
月
24
日
㈰
10
時
～
12
時

■
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
中
学
生
・
高
校
生

■
参
加
費
／
無
料

■
主
催
／
高
知
県
歯
科
医
師
会
、

　

高
知
学
園
短
期
大
学

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
学
園
短
期
大
学

　

医
療
衛
生
学
科
歯
科
衛
生
専
攻

　

☎
８
４
０
・
１
１
２
１

　
ご
め
ん
・
な
は
り
線
15
周
年

　
宿
毛
線
20
周
年
特
別
企
画

　
『
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
車
で
行
く

　
直
通
太
平
洋
横
断
列
車
』

　

ご
め
ん
・
な
は
り
線
開
通
15
周

年
、
宿
毛
線
開
通
20
周
年
を
記
念

し
た
特
別
企
画
『
オ
ー
プ
ン
デ
ッ

キ
車
で
行
く 

直
通
太
平
洋
横
断

列
車
』
を
運
行
し
ま
す
。
車
内
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
地
酒
な
ど
が
楽

し
め
る
ほ
か
、
２
日
目
は
柏
島
や

足
摺
岬
観
光
な
ど
も
あ
り
！
こ
の

機
会
に
列
車
の
旅
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
11
月
３
日
㈷
～

　

４
日
㈯

■
旅
行
代
金
／
大
人
１
万
９
千
800
円

（
２
名
様
１
室
の
場
合
※
小
人
は

要
問
合
せ
）

※
朝
食
１
回
・
昼
食
２
回
・
夕
食

１
回
付

■
募
集
人
数
／
40
名

　
（
最
少
催
行
人
数
30
名
）

■
申
込
締
切
／
９
月
30
日
㈯

■
行
程

・
１
日
目

　

奈
半
利
→
安
芸
→
高
知
→
窪
川

→
中
村
→
宿
毛
＝
宿
泊
地
（
宿

毛
リ
ゾ
ー
ト
椰
子
の
湯
、
シ
ン

グ
ル
の
み
ホ
テ
ル
ア
バ
ン
宿
毛
）

・
２
日
目

　

宿
泊
地
＝
柏
島
観
光
＝
足
摺
海

底
館
＝
足
摺
テ
ル
メ
＝
足
摺
岬

　
無
料
調
停
相
談
会

　

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
、
手
軽
に
、

早
く
、
安
く
解
決
す
る
調
停
制
度

を
活
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す

の
で
、
当
日
、
直
接
無
料
相
談
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
29
日
㈮
13
時
～

　

16
時
（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

■
場
所
／
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル　

　

１
階　

第
11
多
目
的
室

■
相
談
担
当
者
／
民
事
・
家
事
調
停

委
員（
弁
護
士
調
停
委
員
を
含
む
）

■
主
催
／
高
知
調
停
協
会
連
合
会
、

高
知
地
区
調
停
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

毎
週
月
、
水
、
金
の
午
前
９
時

　

～
16
時
ま
で

　

高
知
調
停
協
会
連
合
会
事
務
局

　
（
高
知
家
庭
裁
判
所
内
）

　

☎
FAX
８
７
２
・
７
８
８
４

　
無
料
法
律
相
談
会

■
日
時
／
10
月
５
日
㈭

　

受
付　

12
時
30
分
～
15
時

　

相
談　

13
時
～
17
時

■
場
所
／
高
知
共
済
会
館

　

CO
M

M
U

N
ITY SQ

U
ARE 

３
階

　

高
知
市
本
町
５
・
３
・
２
０

■
共
催
機
関
／
高
知
弁
護
士
会
、
高

知
地
方
検
察
庁
、
高
知
地
方
法
務

局
、
高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係

　

☎
８
２
２
・
０
５
７
６

　
第
29
回
さ
わ
や
か
健
康

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

歴
史
の
声
、
自
然
の
声
に
耳
を

澄
ま
せ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
ま
せ
ん
か
。
途
中
に
関
門
を
設

け
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム

を
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
８
日
㈰

　

９
時
～（
受
付
時
間
は
８
時
30
分

～
）
小
雨
決
行（
大
雨
の
場
合
は
岡

豊
小
学
校
体
育
館
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
）

■
集
合
場
所
／
岡
豊
小
学
校

■
コ
ー
ス
／
岡
豊
小
学
校
～
岡
豊

城
跡
周
辺
～
岡
豊
小
学
校

※
山
道
に
な
る
た
め
、
未
舗
装
の

箇
所
や
起
伏
も
あ
り
ま
す
。

■
対
象
／
小
学
生
以
上
で
３
～
５
人

の
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
の
グ
ル
ー

プ
の
場
合
は
、
必
ず
５
年
生
以
上

が
１
名
以
上
参
加
の
こ
と
）

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
締
切
／
９
月
28
日
㈭

■
定
員
／
１
０
０
名
程
度（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
／
グ
ル
ー
プ
単
位
で

ハ
ガ
キ
か
F
A
X
に
て
参
加
イ

ベ
ン
ト
名
・
チ
ー
ム
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
主
催
／
南
国
市
、
南
国
市
教
育

委
員
会
、
南
国
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
連
絡
協
議
会

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

〒
７
８
３
・
８
５
０
１

　

南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　

FAX
８
８
０
・
６
２
０
１

　
地
域
と
大
学
を
結
ぶ
会

　

岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
（
公
民
館
）

で
は
、
高
知
大
学
医
学
部
と
地
域

住
民
が
共
に
健
康
を
考
え
る
会
を

開
催
し
、
健
康
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
15
日
㈮

　

19
時
～
20
時
30
分

■
場
所
／
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館

■
健
康
講
話
／
日
常
生
活
で
気
を

つ
け
た
い
薬
の
使
い
方

■
講
師
／
片
岡
晃
一
（
高
知
大
学
医

学
部
附
属
病
院
薬
剤
部 

薬
剤
師
）

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
担
当

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

市
民
か
ら
の
お
便
り
夏
期
ラ
ジ
オ
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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第
11
回
協
働
の
森
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

高
知
県
で
は
、
環
境
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
と
市
町
村
、

森
林
組
合
及
び
県
が
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協

定
を
締
結
し
、
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生

や
地
域
と
の
交
流
を
行
う
「
環
境
先
進

企
業
と
の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
企
業

と
自
治
体
の
協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
る
、
協
働
の
森
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

元
ソ
ニ
ー
の
河
野
透
氏
に
よ
る
基
調

講
演
の
ほ
か
、
音
楽
家
の
坂
本
龍
一
氏

が
代
表
を
務
め
る
森
林
保
全
団
体
「
ｍ

ｏ
ｒ
ｅ　

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｓ
」
の
水
谷
信
吉

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
事
例

発
表
を
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
木
造

建
築
に
イ
ノ
ベ
ー 

シ
ョ
ン
を
起
こ
す

Ｃ
Ｌ
Ｔ
製
品
の
展
示
や
土
佐
茶
に
よ
る

お
も
て
な
し
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
21
日
㈭
13
時
～
17
時

■
場
所
／
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル

　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

■
定
員
／
500
名
（
申
込
み
不
要
）

■
参
加
料
／
無
料

■
備
考
／
先
着
150
名
に
木
製
コ
ー
ス

　

タ
ー
（
ば
う
む
製
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
林
業
環
境
政
策
課　

　

協
働
の
森
づ
く
り
事
業
担
当

　

☎
８
２
１
・
４
５
８
６

　

FAX
８
２
１
・
４
５
７
６

　
津
波
避
難
タ
ワ
ー
と
市
内
観
光

　
Ｉ
Ｎ
南
国
市

■
日
時
／
10
月
17
日
㈫
９
時
～
16
時

■
集
合
／
市
民
体
育
館
跡
地
９
時

■
内
容
／
市
民
体
育
館
跡
地
→
津

波
避
難
タ
ワ
ー
①
～
⑩
、
⑫
～

⑭
は
車
中
か
ら
見
学
→
大
湊
小

南
タ
ワ
ー
（
現
地
説
明
・
見
学
）

→
掩
体
壕
（
現
地
説
明
・
見
学
）

→
道
の
駅
南
国
風
良
里
（
ま
ほ

ろ
ば
畑
に
て
昼
食
）
→
県
立
歴

史
民
俗
資
料
館
（
岡
豊
山
櫓
見

学
）→
古
今
集
の
庭（
現
地
説
明
・

見
学
）
→
西
島
園
芸
団
地
→
市

民
体
育
館
跡
地

※
岡
豊
山
櫓
見
学
で
は
山
に
登
り

ま
す
。

■
募
集
人
数
／
18
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費
／
無
料

※
昼
食
代
の
み
実
費
千
円

■
申
込
締
切
／
10
月
５
日
㈭
必
着

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
国
市
観
光
協
会

　

〒
７
８
３
．
８
５
０
１

　

南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１

　

南
国
市
商
工
観
光
課
内

　

☎
FAX
８
５
５
・
３
９
８
５

　
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
全
国
一
斉「
高
齢
者・障
害
者
の

　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
介
護

者
に
よ
る
虐
待
、
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
下
記
の
と
お
り
電
話
相

談
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
も

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、

平
日
は
時
間
を
延
長
し
、
19
時
ま

で
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
／
９
月
４
日
㈪
～

　

９
月
10
日
㈰

■
時
間
／
８
時
30
分
～
19
時
た
だ
し
、

土
曜
日
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

■
開
設
場
所
／
高
知
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
又
は
各
支
局
た
だ

し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
高
松

法
務
局
人
権
擁
護
部

■
電
話
番
号
／

　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
電
話
は
、
お
か
け
に
な
っ
た
場

所
の
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
日
の
17
時
15
分
以

降
の
時
間
は
本
局
（
人
権
擁
護

お
知
ら
せ

課
）、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
高
松

法
務
局
人
権
擁
護
部
に
つ
な
が

り
ま
す
。

■
取
扱
内
容
／
介
護
者
か
ら
の
肉

体
的
・
心
理
的
虐
待
あ
る
い
は

家
族
等
に
よ
る
経
済
的
虐
待
、

就
業
差
別
、
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と

な
ど
高
齢
者
・
障
害
者
を
め
ぐ

る
人
権
問
題

■
そ
の
他
／
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
８
２
２
・
３
５
０
３

　　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

　
〜
あ
な
た
の
相
続
手
続
き
を

　
応
援
し
ま
す
〜

　

全
国
の
法
務
局
で
、
各
種
の
相

続
手
続
き
に
利
用
で
き
る
「
法
定

相
続
情
報
証
明
制
度
」
の
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

銀
行
の
預
金
や
不
動
産
の
相
続
登

記
な
ど
の
相
続
手
続
き
で
、
戸
籍

謄
本
を
手
続
き
ご
と
に
申
請
し
て

提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、

高
知
地
方
法
務
局
香
美
支
局

（
☎
０
８
８
７
・
５
２
・
３
０
４
９
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
違
反
広
告
物
の
一
斉
除
去
に

　
関
す
る
お
知
ら
せ

　

９
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は「
屋

外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で
す
。

こ
の
間
、
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・

啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
９

月
７
日
に
は
、
電
柱
や
信
号
機
、

道
路
標
識
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

に
貼
ら
れ
た
「
は
り
紙
」
や
「
立

て
看
板
」
な
ど
条
例
に
違
反
し
て

い
る
屋
外
広
告
物
の
県
内
一
斉
除

去
・
指
導
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

美
し
い
ま
ち
並
み
の
た
め
に
は
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
屋
外
広
告
の
広
告
主
及
び
広
告

業
者
の
み
な
さ
ま
へ
／
広
告
を

出
さ
れ
る
と
き
は
、
最
寄
り
の

土
木
事
務
所
（
高
知
市
内
は
高

知
市
役
所
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
内
で

屋
外
広
告
業
を
営
む
方
は
、
登

録
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
中
央
東
土
木
事
務
所

　

道
路
管
理
課

　

☎
８
６
３
・
２
１
７
５

　

県
庁
都
市
計
画
課
（
屋
外
）

　

HPhttp://w
w

w
.pref.kochi.

　

lg.jp/soshiki/171701/

　

okugai.htm
l
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日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間
十市保育園

10：30～10：50
土佐希望の家

10：00～10：25
吾岡保育園

10：30～10：50
後免野田保育園

10：20～10：40
丸十園芸組合前

10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
明見保育所

10：15～10：35
蒲原県営住宅

10：20～10：40
久礼田保育所

10：25～10：45
長岡東部保育園

10：15～10：35
里保育所

10：20～10：40
長岡西部保育所

10：20～10：40
岡豊保育園

11：00～11：30
医学部国際交流会館
16：00～16：20

寶生寺
11：00～11：20

鳶ヶ池中学校
13：10～13：30

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

希望が丘分校
16：00～16：30

国府保育所
10：45～11:15

植野公民館
14：10～14：30

土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

後免野田小学校
12：50～13：35

たちばな幼稚園
14：00～14：20

奈路防災広場
14：45～15：05

奈路小学校
15：10～15：45

保健福祉センター
11：00～11：20

香長中学校
13：00～13：20

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストア-前
14：55～15：15

星神社前
10：40～11：00

大湊小学校
13：00～13：30

高知高専宿舎
13：45～14：05

グループホームワルツ
14：20～14：50

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

大篠小学校B
15：25～16：25

阿戸公民館
10：45～11：05

日章小学校
12：50～13：20

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

十市小学校
12：50～13：35

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

南海学園
10：55～11：15

国府小学校
13：00～13：30

ケアハウスたんぽぽ
14：10～14：40

医学部中島宿舎
14：50～15：10

コージー南国
10：35～11：00

三和小学校
13:00～13：40

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

久礼田西公民館
10：55～11：15

小栗医院前
11：00～11：20

   

  

   

  

   

  

   

  

    

   

   

たちばな２号

９／１

５

６

７

８

12

13

14

19

20

22

28

金

火

水

木

金

火

水

木

火

水

金

木

図書館だより

　　　　　　　　　　　ほか

9月の休館日

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

9月の納税は

国保税（３期分）

人身事故件数 死者 負傷者
2９年7月 16件 1人 18人
2９年1～7月 96件 1人 108人

発生件数
建物
山林
その他

０件
０件
０件
０件

《火災》
火災・救急（7月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

254回
155回
27回
38回
34回

■とき／９月20日㈬
10：00～15：00

■ところ／社会福祉センター
※お問い合わせは、総務課総務係
（☎８８０－６５５１）まで

■とき／９月10日㈰13：30～15：30　
■ところ／総合あんしんセンター
■備考／講習会受講後１年間は、随
　時譲渡を受けることができます。
※お問い合わせは、県食品衛生課
（☎８２３－９６７３）まで

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前予約を社会福祉協議会
（☎８６３－４４４４）まで

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

とるとだす（しゃばけシリーズ） 畠中恵
嵯峨野花譜 葉室麟
薫風ただなか あさのあつこ
荒野に立てば-十字路が見える-   北方謙三
探偵さえいなければ 東川篤哉
ガラスの封筒と海と アレックス・シアラー
うちのとこでは５ もぐら
認知症いま本当に知りたいこと101 阿部和穂
アロマセラピーのための精油ハンドブック 
 日本ｱﾛﾏｾﾗﾋﾟｰ学会
ｱﾙﾁﾝﾎﾞﾙﾄﾞｱｰﾄｺﾚｸｼｮﾝ 
 ﾘｱﾅ･ﾃﾞ･ｼﾞﾛｰﾗﾐ･ﾁｰﾆｰ
地球の歩き方
 ｱﾒﾘｶ、ﾌﾗﾝｽ、中国など計7冊
いちにちじごく かわしまななえ
ポケットのはらうた くどうなおこ

毎週月曜日、23日㈯、29日㈮
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健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

　
ご
案
内

　

高
知
保
険
医
協
会
で
は
健
康
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
朝
９
時

か
ら
翌
朝
の
９
時
ま
で
、
24
時
間

同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て

い
ま
す
。

■
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

　

☎
０
８
８
・
８
３
２
・
５
２
６
６

■
内
容

・
９
月

　

月
曜
日
／
歯
の
定
期
健
診
の
す
す
め

　

火
曜
日
／
喉
頭
が
ん
、
舌
が
ん
の
話

　

水
曜
日
／
男
性
更
年
期

　

木
曜
日
／
繰
り
返
す
じ
ん
ま
し
ん

　

金
曜
日
／
し
ゃ
っ
く
り
が
止
ま
ら
な
い

　

土
・
日
曜
日
／
外
反
母
趾
は
予

防
が
大
切

・
10
月

　

月
曜
日
／
歯
と
歯
の
間
の
清
掃

～
デ
ン
タ
ル
ク
ロ
ス
と
歯
間
ブ
ラ
シ

　

火
曜
日
／
突
然
お
し
っ
こ
が
し

た
く
な
る
病
気

　

水
曜
日
／
脱
毛
症

　

木
曜
日
／
子
ど
も
の
言
葉
の
遅
れ

　

金
曜
日
／
食
物
繊
維
の
役
割

　

土
・
日
曜
日
／
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
は

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
保
険
医
協
会

　

☎
８
３
２
・
５
２
３
１

　

FAX
８
３
２
・
５
２
２
９

　
高
知
家
手
帳（
県
民
手
帳
）

　
予
約
受
付
中

　

来
年
の
高
知
家
手
帳（
２
０
１
８

年
版
）
購
入
予
約
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
い

た
だ
け
る
最
新
の
情
報
を
満
載
し

て
い
ま
す
。

■
内
容
／
行
政
区
画
図
、
ダ
イ
ア

リ
ー
、
資
料
な
ど

■
価
格
（
サ
イ
ズ
）

▼
ポ
ケ
ッ
ト
判
／
500
円

　
（

14.5
㎝
×
９
㎝
）

▼
デ
ス
ク
判
／
750
円

　
（
21
㎝
×
13
㎝
）

■
カ
バ
ー
色
／
ブ
ル
ー

■
申
込
期
限
／
９
月
22
日
㈮

■
配
布
時
期
／
11
月
上
旬
予
定

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
企
画
調
整
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
３

　
公
証
相
談

　

遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、
離
婚

の
際
の
養
育
料
等
の
契
約
、
賃
貸

借
契
約
及
び
売
買
契
約
な
ど
に
つ

い
て
の
公
正
証
書
作
成
等
に
関
す

る
無
料
公
証
相
談
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

■
日
時
／
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を

除
く
毎
日
（
公
証
週
間
に
よ
り

９
月
30
日
㈯
も
相
談
を
行
っ
て

お
り
ま
す
）

　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

■
場
所
／
高
知
合
同
公
証
役
場

　

高
知
市
本
町
１
・
１
・
３

　

朝
日
生
命
高
知
本
町
ビ
ル
３
階　

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

■
駐
車
場
／
ト
ー
エ
イ
パ
ー
キ
ン
グ

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
合
同
公
証
役
場

　

☎
８
２
３
・
８
６
０
１

　

☎
８
２
４
・
８
４
２
７

　

☎
８
７
２
・
４
７
６
４

　

FAX
８
７
２
・
４
７
３
６

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

　
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
専
用
電
話

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８

■
受
付
／
月
曜
日
～
金
曜
日

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

　

を
除
く

■
時
間
／
９
時
～
17
時

■
備
考
／
相
談
無
料
・
匿
名
可
・

秘
密
厳
守

※
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権

教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚

生
労
働
省
の
生
活
相
談
充
実
事
業

に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。



INFORMATIONINFORMATION

日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間
十市保育園

10：30～10：50
土佐希望の家

10：00～10：25
吾岡保育園

10：30～10：50
後免野田保育園

10：20～10：40
丸十園芸組合前

10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
明見保育所

10：15～10：35
蒲原県営住宅

10：20～10：40
久礼田保育所

10：25～10：45
長岡東部保育園

10：15～10：35
里保育所

10：20～10：40
長岡西部保育所

10：20～10：40
岡豊保育園

11：00～11：30
医学部国際交流会館
16：00～16：20

寶生寺
11：00～11：20

鳶ヶ池中学校
13：10～13：30

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

希望が丘分校
16：00～16：30

国府保育所
10：45～11:15

植野公民館
14：10～14：30

土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

後免野田小学校
12：50～13：35

たちばな幼稚園
14：00～14：20

奈路防災広場
14：45～15：05

奈路小学校
15：10～15：45

保健福祉センター
11：00～11：20

香長中学校
13：00～13：20

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストア-前
14：55～15：15

星神社前
10：40～11：00

大湊小学校
13：00～13：30

高知高専宿舎
13：45～14：05

グループホームワルツ
14：20～14：50

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

大篠小学校B
15：25～16：25

阿戸公民館
10：45～11：05

日章小学校
12：50～13：20

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

十市小学校
12：50～13：35

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

南海学園
10：55～11：15

国府小学校
13：00～13：30

ケアハウスたんぽぽ
14：10～14：40

医学部中島宿舎
14：50～15：10

コージー南国
10：35～11：00

三和小学校
13:00～13：40

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

久礼田西公民館
10：55～11：15

小栗医院前
11：00～11：20
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火

水

木

金

火

水

木

火

水

金

木

図書館だより

　　　　　　　　　　　ほか

9月の休館日

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

9月の納税は

国保税（３期分）

人身事故件数 死者 負傷者
2９年7月 16件 1人 18人
2９年1～7月 96件 1人 108人

発生件数
建物
山林
その他

０件
０件
０件
０件

《火災》
火災・救急（7月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

254回
155回
27回
38回
34回

■とき／９月20日㈬
10：00～15：00

■ところ／社会福祉センター
※お問い合わせは、総務課総務係
（☎８８０－６５５１）まで

■とき／９月10日㈰13：30～15：30　
■ところ／総合あんしんセンター
■備考／講習会受講後１年間は、随
　時譲渡を受けることができます。
※お問い合わせは、県食品衛生課
（☎８２３－９６７３）まで

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前予約を社会福祉協議会
（☎８６３－４４４４）まで

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

とるとだす（しゃばけシリーズ） 畠中恵
嵯峨野花譜 葉室麟
薫風ただなか あさのあつこ
荒野に立てば-十字路が見える-   北方謙三
探偵さえいなければ 東川篤哉
ガラスの封筒と海と アレックス・シアラー
うちのとこでは５ もぐら
認知症いま本当に知りたいこと101 阿部和穂
アロマセラピーのための精油ハンドブック 
 日本ｱﾛﾏｾﾗﾋﾟｰ学会
ｱﾙﾁﾝﾎﾞﾙﾄﾞｱｰﾄｺﾚｸｼｮﾝ 
 ﾘｱﾅ･ﾃﾞ･ｼﾞﾛｰﾗﾐ･ﾁｰﾆｰ
地球の歩き方
 ｱﾒﾘｶ、ﾌﾗﾝｽ、中国など計7冊
いちにちじごく かわしまななえ
ポケットのはらうた くどうなおこ

毎週月曜日、23日㈯、29日㈮
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多
子
減
免
制
度

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
18
歳
未
満

の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
場
合
、

第
３
子
以
降
か
つ
３
歳
未
満
の
子
ど

も
に
対
す
る
保
育
料
等
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
認
可
保
育
所
だ
け
で

な
く
、
認
定
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
、

届
出
認
可
外
保
育
施
設
も
対
象
と
な

り
ま
す
（
南
国
市
外
の
施
設
も
対
象

と
な
り
ま
す
）。

■
対
象
者

　

南
国
市
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

満
18
歳
未
満
の
子
ど
も
（
平
成

11
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の

子
ど
も
）
を
３
人
以
上
養
育
し

て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
か

つ
３
歳
未
満
児
（
平
成
26
年
４

月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
子
ど
も
）

■
対
象
期
間

　

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平
成
30

年
３
月
分

■
免
除
・
補
助
額
等

・
認
可
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
事
業
等
／
利
用
者

負
担
額
無
料

・
届
出
認
可
外
保
育
施
設
／
基
本

的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る

費
用
を
補
助
（
月
額
５
万
円
を

上
限
）

・
幼
稚
園
／
授
業
料
等
で
就
園
奨

励
費
を
超
え
る
額
を
補
助
（
月

額
２
万
５
千
円
を
上
限
）

■
提
出
期
限

　

平
成
30
年
３
月
末
厳
守
（
年
度

を
こ
え
て
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

必
要
書
類
は
子
育
て
支
援
課
窓

口
や
南
国
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま

す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課
幼
保
支
援
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
２

　
多
重
債
務
無
料
相
談
会

　
～
借
金
問
題
の
解
決
の
た
め
に

　
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
～

　

借
金
の
返
済
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
、
高
知
市
、
南
国
市
、

四
万
十
市
で
開
催
し
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」
も
同
時

に
行
い
ま
す
の
で
、
心
身
に
不
調

を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
も
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
お
よ
び
場
所
／

・
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

９
月
10
日
㈰
13
時
～
16
時

　

９
月
17
日
㈰
13
時
～
16
時

・
高
知
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

９
月
15
日
㈮
17
時
～
20
時

　

９
月
30
日
㈯
13
時
～
16
時

・
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

９
月
16
日
㈯
13
時
～
16
時

・
南
国
市
役
所

　

９
月
24
日
㈰
13
時
～
16
時

■
備
考
／
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
終
了
時
間
の
30
分
前

ま
で
に
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
受
付
時
間
内
で
も
、

人
数
が
多
い
場
合
は
、
受
付
制

限
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
借
入

れ
・
返
済
に
関
す
る
資
料
が
あ

れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

　
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

　

高
知
県
宅
建
協
会
で
は
一
般
消

費
者
を
対
象
と
し
て
、
不
動
産
・

住
ま
い
に
関
す
る
問
題
等
に
つ
い

て
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
す
る

「
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
」
を

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
に
当
会
に

て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
火
・
金
曜
日
の
定
期
開

催
の
相
談
と
は
別
に
左
記
の
と
お

り
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
29
年
９
月
30
日
㈯

　

13
時
～
16
時

■
場
所
／
南
国
市
商
工
会
館

　

南
国
市
大
埇
甲
１
６
２
３
・
５

　

☎
８
６
４
・
３
０
７
３

■
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人

　

高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　

☎
８
２
３
・
２
０
０
１



INFORMATIONINFORMATION

日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間
十市保育園

10：30～10：50
土佐希望の家

10：00～10：25
後免野田保育園

10：20～10：40
丸十園芸組合前

10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
蒲原県営住宅

10：20～10：40
吾岡保育園

10：30～10：50
明見保育所

10：15～10：35
長岡西部保育所

10：20～10：40
里保育所

10：20～10：40
久礼田保育所

10：25～10：45
長岡東部保育園

10：15～10：35
国府保育所

10：45～11：15
植野公民館

14：10～14：30
土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

久礼田西公民館
10：55～11：15

たちばな幼稚園
14：00～14：20

奈路防災広場
14：45～15：05

寶生寺
11：00～11：20

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

医学部国際交流会館
16：00～16：20

星神社前
10：40～11：00

高知高専宿舎
13：45～14：05

グループホームワルツ
14：20～14：50

南海学園
10：55～11：15

ケアハウスたんぽぽ
14：10～14：40

医学部中島宿舎
14：50～15：10

保健福祉センター
11：00～11：20

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストア-前
14：55～15：15

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

阿戸公民館
10：45～11：05

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

コージー南国
10：35～11：00

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

岡豊保育園
11：00～11：30

小栗医院前
11：00～11：20
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８
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※今月は小中学校が夏休みのため、一部コースの変更があります。

広報なんこく 9月号20

判定表示

（赤） （黄） （青）

危険宅地
この宅地に入る
ことは危険です。

要注意宅地
この宅地に入る場
合は十分に注意し
てください。

調査済宅地
この宅地の被災程
度は小さいと考え
られます。

南国市都市整備課都市計画係（☎８８０－６５８２）

ご存知で
すか？　被災宅地危険度判定制度

　被災宅地危険度判定とは、大規模な地震や大
雨などにより、宅地が大規模で広範囲に被災を受
けた場合に、宅地の被害状況を迅速かつ的確に把
握したうえで危険度を判定し、住民の皆様に情報
提供を行うことで、二次被害の軽減・防止を図ろ
うとするものです。
　被災宅地危険度判定の結果は、右記の 3 種類
の判定ステッカーを見えやすい場所に表示し、当
該宅地の使用者・居住者だけでなく、宅地の付近
を通行する歩行者に対しても安全であるか否かを識
別できるようにします。
　判定ステッカーには、判定結果に基づく対処方
法についての簡単な説明や二次災害防止のための
処置についても明示します。また、判定結果につい
ての問い合わせ先もステッカーに表示しています
　なお、判定は造成された宅地について擁壁や斜
面等の確認を行うもので、建築物について確認を
行う被災建築物応急危険度判定とは異なります。
　目的をご理解いただき、判定のための調査の際
にはご協力くださいますようよろしくお願いします。

～熊本地震では、約19,000 件の判定が行われました～

■問い合わせ　

宝くじコミュニティ助成事業宝くじコミュニティ助成事業
　南国市少年消防クラブは、少年期に正しい防災知識
を身に着け、災害時には的確に行動できる能力を育て、
自身と仲間の命を救い地域防災の礎となる少年の育成
を目的としています。この取り組みの中で、宝くじコミュ
ニティ助成事業を活用しポータブル発電機、LEDバルー
ン等を整備しました。



INFORMATIONINFORMATION

日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間
十市保育園

10：30～10：50
土佐希望の家

10：00～10：25
後免野田保育園

10：20～10：40
丸十園芸組合前

10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
蒲原県営住宅

10：20～10：40
吾岡保育園

10：30～10：50
明見保育所

10：15～10：35
長岡西部保育所

10：20～10：40
里保育所

10：20～10：40
久礼田保育所

10：25～10：45
長岡東部保育園

10：15～10：35
国府保育所

10：45～11：15
植野公民館

14：10～14：30
土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

久礼田西公民館
10：55～11：15

たちばな幼稚園
14：00～14：20

奈路防災広場
14：45～15：05

寶生寺
11：00～11：20

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

医学部国際交流会館
16：00～16：20

星神社前
10：40～11：00

高知高専宿舎
13：45～14：05

グループホームワルツ
14：20～14：50

南海学園
10：55～11：15

ケアハウスたんぽぽ
14：10～14：40

医学部中島宿舎
14：50～15：10

保健福祉センター
11：00～11：20

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストア-前
14：55～15：15

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

阿戸公民館
10：45～11：05

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

コージー南国
10：35～11：00

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

岡豊保育園
11：00～11：30

小栗医院前
11：00～11：20
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※今月は小中学校が夏休みのため、一部コースの変更があります。
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環 境 課からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

日 月 火 水 木 金 土

2
（第１・土）

（第２・火）

3 4

（第２・月）

5

（第３・火）

6

（第２・水）

7

（第２・木）

8
（第２・金）（第１・月）

1

（第１・火）（第１・水）（第１・木）

（第１・金）

9
（第２・土）

10 11

（第３・月）

12

（第４・火）

13

（第３・水）

14

（第３・木）

15
（第３・金）

16
（第３・土）

17

24

18

（第４・月）

19 20

（第４・水）
25 26

21

（第４・木）

22

28
（第４・金）

27

23

29 30
（第4・土）

●9月の例

　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣ を
ご覧ください。最新版は ｢平成27年
作成」です。市役所総合案内、各支
所で配布しています。
　第○・○曜日が家のカレンダーで
いつなのかわかりにくい場合は、右
の表を参考にしてください。

　

　
高
知
県
牧
野
記
念
財
団
で
は
、「
み

ん
な
で
調
べ
る
高
知
県
の
外
来
植
物
」

調
査
を
住
民
協
働
で
進
め
て
い
ま
す

が
、
調
査
に
あ
た
っ
て
、
身
の
回
り

で
咲
い
て
い
る
５
つ
の
外
来
植
物
（
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
等
）
を
見
つ
け
た
ら

調
査
用
紙
を
牧
野
植
物
園
に
送
っ
て

い
た
だ
く
、
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
県
立
牧
野
植
物
園
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
立
牧
野
植
物
園

　
〒
７
８
１
・
８
１
２
５

　
高
知
市
五
台
山
４
２
０
０
・
６

☎
８
８
２
・
２
６
０
１
（
代
表
）

☎
８
８
２
・
２
６
７
３

　（
標
本
室
、
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

外
来
植
物
調
査

調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
市
で
は
生
ご
み
処
理
器
具
の
購
入

者
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
金

　（
購
入
金
額
の
２
分
の
１
以
内
）

 

・
電
気
式 

上
限
１
万
８
千
円

 

・
好
気
式
（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
式
）

　
上
限 

１
千
800
円

 

・
嫌
気
式 

上
限
800
円

※
領
収
書
、保
証
書
（
電
気
式
の
み
）

　
が
必
要
で
す
。

※
補
助
金
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
環
境
課

　（
☎
８
８
０
・
６
５
５
７
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
ご
み
処
理
器
具
の
効
果
】

　
南
国
市
に
お
け
る
昨
年
度
の
可
燃

ご
み
の
量
は
約
１
万
１
千
81
ト
ン
で
、

そ
の
う
ち
生
ご
み
の
割
合
は
平
均

5.7
％
で
し
た
。
生
ご
み
処
理
器
具
を

使
っ
て
、
生
ご
み
の
排
出
を
無
く
す

と
、
一
人
当
た
り
年
間
約
13
㎏
の
可

燃
ご
み
が
減
り
ま
す
。
ご
み
出
し
の

量
が
減
っ
て
、
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

生
ご
み
処
理
器
具
補
助
金
に
つ
い
て

　
毎
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
蜂
の

営
巣
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
昨

年
度
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
が
、
市
で
蜂
の
巣
の
駆
除
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
る
蜂
専
用
の

駆
除
ス
プ
レ
ー
を
使
っ
て
駆
除
す
る

か
、
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
専
門
業
者
は
電
話
帳
の
「
消
毒

業
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
蜂
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
】

・
巣
に
近
づ
か
な
い
。

・
巣
の
前
を
急
い
で
横
切
っ
た
り
、
振

動
を
与
え
る
な
ど
、
急
激
な
動
作

を
避
け
る
。

・
巣
の
近
く
で
香
水
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー

を
使
わ
な
い
。

・
洗
濯
物
を
取
り
込
む
と
き
は
蜂
が

潜
ん
で
な
い
か
よ
く
点
検
す
る
。

・
野
外
で
蜂
と
遭
遇
し
て
も
、
大
声

で
騒
い
だ
り
、
腕
で
追
い
払
っ
た
り

せ
ず
、
姿
勢
を
低
く
し
て
ゆ
っ
く
り

離
れ
ま
し
ょ
う
。

蜂
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
使
い
方
を
工
夫
し
て
節
電

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
温
度
は
28
℃
を
目
安
に
温
度

設
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
エ
ア
コ
ン
は
起
動
時
に
一
番
多
く
電

気
を
消
費
し
ま
す
。
短
い
時
間
、

部
屋
を
空
け
る
と
き
は
、
切
ら
ず

に
つ
け
た
ま
ま
に
す
る
と
電
力
消

費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
冷
房
時
は
ド
ア
、
窓
の
開
閉
は
少
な

く
、
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ

で
日
差
し
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
カ
ー
テ
ン
を
し
め
る
と
効

果
的
。
日
差
し
で
部
屋
が
暑
く
な

る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

○
扇
風
機
を
併
用
し
ま
し
ょ
う
。
人

に
向
け
て
エ
ア
コ
ン
の
冷
気
を
送
風

す
る
こ
と
で
涼
し
く
感
じ
ら
れ
、

部
屋
全
体
を
冷
や
す
必
要
が
無
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
人
を

感
知
し
て
送
風
す
る
エ
ア
コ
ン
も
あ

り
ま
す
。

○
室
外
機
の
ま
わ
り
は
整
理
整
頓
、

風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
の
コ
ツ

INFORMATIONINFORMATION
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国

肺がん・結核検診
および

特定・後期
高齢者健康診査

健診結果説明会

愛の献血

乳がん検診

乳
幼
児
健
診

おもちゃや遊具・絵本もあり、子どもさんと一緒に遊べる場所
になっています。
親子で気軽にお越しください。

●「マタニティ＆ベビーひよこ」と「よちよちひよこ」の兄姉を連れての参加は、お世話ができる同伴者が必要です。
ひよこルームに相談してください。
●事業の関係でお休みとなる場合がありますが、育児相談は受け付けています。
★おでかけひよこ（駐車場もあります。）
　①９月２６日（火）９：３０～１４：３０／場所　大篠公民館　②９月２７日（水）１０：００～１４：３０／場所　西部児童館

保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）•相談など
項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象

（市民）
定員
（先着） 検診料 申込受

付開始

9月28日㈭
9月21日㈭
9月 7日㈭
9月14日㈭

４か月児健診
10か月児健診
１歳６か月児健診
３歳４か月児健診

保健福祉センター

保健福祉センター

全地区

40歳以上

特定健診・
後期高齢者
健診受診者

なし

120人

なし

なし

無料

1000円 9月19日㈫

100人 600円 9月19日㈫

移動献血バスによる400ｍL献血です。
皆さまのご協力よろしくお願いします。 

申込
不要

申込
不要

※対象者の
方には事前
に通知します

申込
不要

※対象者の
方には事前
に通知します

12：45～14：00

13：30～15：00

9：30～11：00
13：30～15：00

8：30、9：30、10：30
13：30、14：30、15：30

9：00、10：00、11：00
13：00、14：00、15：00

10：45～11：00

9：00～10：00

9：30～12：00

14：00～16：30

日 曜 当　番　医 電話
☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

※当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない場合があります。

初期・中期

～ゆうゆう赤ちゃん～
離乳食教室

■日時／１０月２４日㈫　１３：３０～１５：３０
■場所／保健福祉センター
■持参物／母子手帳・エプロン・三角巾・

筆記用具・手拭きタオル
■参加料／無料
■託児定員／15名

　離乳食を作りながら、子育てについて情報交
換しませんか？当日は、母子保健推進員・託児ボ
ランティアによる託児もあります。電話でお申し
込みください。

毎日の食卓に牛乳や乳製品を取り入れ
「カルシウム不足」の改善を図りませんか。

※前年度未受診者の方が対象です。ただし記念検診対象者は受診可能です。

この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。

保健福祉センター （☎863-7373）まで
※このページの健診などの申込先・お問い合わせは

日
日
日
月
土
日
日

9/3
9/10
9/17
9/18
9/23
9/24
10/1

たかはし内科小児科
しばた整形外科
きび診療所
南国いのうえクリニック
領石蛍が丘クリニック
にしかわクリニック
脳外科・内科 高知東クリニック

865-5680
864-3412
804-6500
855-8001
862-1123
855-7676
821-6600

 

月曜日時間

９：３０

～

１２：００

１２：００

～

１４：３０

ひよこひろば

9月の行事予定

ひよこひろば 育児相談ひよこひろば

よちよちひよこ
よちよちひよこ

マタニティ＆ベビーひよこ
火曜日 水曜日

対象

育児相談

＊マタニティ＆ベビーひよこ：妊婦さんと生後６か月まで
＊よちよちひよこ：生後６か月から歩き始めるまで
＊ひよこひろば：主に未就園児とその保護者（年齢に関係なくお待ちしています。）
　お昼ご飯はひよこルームで食べましょう。
＊月～金曜日（９：００～１６：００）電話、来所での相談お待ちしています。
＊個別相談も受け付けています。

お休み（１９日）
★（２６日）

ひよこひろば

ひよこひろばひよこひろば
お休み（25日）

計測日（１３日）
★（２７日）

木曜日 金曜日

子育て講座 ①
「産後リカバリーヨガ」

■日時／9月19日（火）10時～11時３０分（受付9時30分～）
■場所／ひよこルーム（保健福祉センター内）
■内容／「ヨガを楽しみストレスを解消しよう」
■講師／大崎　厚子先生（ヨガインストラクター）
■対象／生後３か月～７か月　　　　　
■定員／親子１２組と親のみ2組　　　　
■参加費／500円（ヨガマットレンタルあり200円）
■持ち物／ヨガマット・飲み物（水分補給）
　　　　  赤ちゃんお出かけセット
■募集受付開始／9月1日（金）～
　　　　　　　　（定員になり次第締め切り）

子育て講座 ②
「ベビーダンス」

■日時／9月26日（火）10時～11時30分（受付９時３０分～）
■場所／大篠公民館
■内容／「ママと赤ちゃんのためのベビーダンス」
■講師／玉木　晶先生（ベビーダンスインストラクター）
■対象／生後4か月～１２か月　　　　
■定員／１２組　　　　
■参加費／５００円
■持ち物／抱っこひも・タオル・飲み物（水分補給）
　　　　　赤ちゃんお出かけセット
■募集受付開始／９月1日（金）～
　　　　　　　　（定員になり次第締め切り）

■日時／９月２９日㈮１０：００～１３：００
■場所／南国市保健福祉センター
■対象／南国市民　　３０名
■内容／楽しく健活セミナー（株式会社 明治）
　　　　牛乳・乳製品を使った調理実習
■持ち物／エプロン・三角巾・筆記用具
■申込締切／９月２２日㈮

子育て支援センター
（保健福祉センター内）

ひよこルーム
9月4日㈪

9月13日㈬

10月17日㈫

子宮頸がん検診 保健福祉センター10月17日㈫

国府公民館

三和防災
コミュニティーセンター

保健福祉センター

（株）アスティス高知支店

協同組合テクノ高知

セントラルディーボ南国店

（健診当日の12：00
から受付簿を出します）

　子宮頸がん検診は２年に１回の検診です。今
年度は、28年度に受診できなかった方のみを対
象に実施しますのでご注意ください。（ただし、記
念検診対象者は関係なく受診できます。）

子宮頸がん検診子宮頸がん検診

★肺がん・結核検診
　40歳以上/200円
　65歳以上/無料
★特定・後期高齢者健康診査
加入している保険が国保及び
後期高齢者医療の方は無料
その他の保険の方は医療保険
者にお問い合わせください

※40～64歳は肺がん
　検診。
　65歳以上は肺がん
　・結核検診。

40歳以上
※

20歳以上
※

無料
※健診結果の
　お知らせを
　ご持参ください。

9月29日㈮

９月７日㈭

９月２０日㈬

総合健診（検診）総合健診（検診）
■とき／10月29日㈰、10月30日㈪
■ところ／保健福祉センター
■集合時間／希望健診（検診）項目によって異なりますので、締め

切り後に郵送でお知らせします。（すべて午前中で終了します。）
■申込期間／9月25日㈪～10月23日㈪
※定員に達し次第締め切ります。

〇　健康診査の受診には、加入している医療保険者発行の受診券
（特定健康診査受診券・健康診査受診券）が必要です。
○　次の方は、各種がん検診料が無料になります。
　①平成29年度内に40歳・50歳となる方、②平成29年度内に70
歳以上となる方、③生活保護世帯の方、④身体障害者手帳・療育手
帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方（検診料のお支払い時
に手帳の提示が必要です。）

健診（検診）の対象者と健診（検診）料

健診（検診）項目 対　象　者 健診（検診）料
肺がん検診 40～64歳 200円
肺がん・結核検診 65歳～ 無料
胃がん検診 40歳～ 900円
大腸がん検診 40歳～ 400円
健康診査 40歳～ 
歯科健診 40歳～ 無料

医療保険者に
より異なります

申込必須

※400ｍL献血基準は男性17～69歳、女性18～69歳、
　体重は男女とも50㎏以上

【施設検診】
■　とき／10月13日（金）・24日（火）
■　ところ／なんごく産婦人科
■　受付時間
　　14：00,14：30,15：00,15：30,16：00
■　対象／20歳以上の女性
■　検診料／800円
■　定員／先着20名（1日につき）
■　申込受付開始日／9月13日（水）8：30～
■　申込先／保健福祉センター

牛乳・乳製品
料理講習会
牛乳・乳製品
料理講習会「生きてほしい、あなたに」

　悩みを一人で抱え込まないように、

地域や家庭での孤立を防ぎましょう。

　こころの体調を知るために、「こころの体温計」も活用しま

しょう。市のホームページからアクセスできます。

９月１０日から１６日は自殺予防週間です。
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国

肺がん・結核検診
および

特定・後期
高齢者健康診査

健診結果説明会

愛の献血

乳がん検診

乳
幼
児
健
診

おもちゃや遊具・絵本もあり、子どもさんと一緒に遊べる場所
になっています。
親子で気軽にお越しください。

●「マタニティ＆ベビーひよこ」と「よちよちひよこ」の兄姉を連れての参加は、お世話ができる同伴者が必要です。
ひよこルームに相談してください。
●事業の関係でお休みとなる場合がありますが、育児相談は受け付けています。
★おでかけひよこ（駐車場もあります。）
　①９月２６日（火）９：３０～１４：３０／場所　大篠公民館　②９月２７日（水）１０：００～１４：３０／場所　西部児童館

保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）•相談など
項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象

（市民）
定員
（先着） 検診料 申込受

付開始

9月28日㈭
9月21日㈭
9月 7日㈭
9月14日㈭

４か月児健診
10か月児健診
１歳６か月児健診
３歳４か月児健診

保健福祉センター

保健福祉センター

全地区

40歳以上

特定健診・
後期高齢者
健診受診者

なし

120人

なし

なし

無料

1000円 9月19日㈫

100人 600円 9月19日㈫

移動献血バスによる400ｍL献血です。
皆さまのご協力よろしくお願いします。 

申込
不要

申込
不要

※対象者の
方には事前
に通知します

申込
不要

※対象者の
方には事前
に通知します

12：45～14：00

13：30～15：00

9：30～11：00
13：30～15：00

8：30、9：30、10：30
13：30、14：30、15：30

9：00、10：00、11：00
13：00、14：00、15：00

10：45～11：00

9：00～10：00

9：30～12：00

14：00～16：30

日 曜 当　番　医 電話
☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

※当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない場合があります。

初期・中期

～ゆうゆう赤ちゃん～
離乳食教室

■日時／１０月２４日㈫　１３：３０～１５：３０
■場所／保健福祉センター
■持参物／母子手帳・エプロン・三角巾・

筆記用具・手拭きタオル
■参加料／無料
■託児定員／15名

　離乳食を作りながら、子育てについて情報交
換しませんか？当日は、母子保健推進員・託児ボ
ランティアによる託児もあります。電話でお申し
込みください。

毎日の食卓に牛乳や乳製品を取り入れ
「カルシウム不足」の改善を図りませんか。

※前年度未受診者の方が対象です。ただし記念検診対象者は受診可能です。

この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。

保健福祉センター （☎863-7373）まで
※このページの健診などの申込先・お問い合わせは

日
日
日
月
土
日
日

9/3
9/10
9/17
9/18
9/23
9/24
10/1

たかはし内科小児科
しばた整形外科
きび診療所
南国いのうえクリニック
領石蛍が丘クリニック
にしかわクリニック
脳外科・内科 高知東クリニック

865-5680
864-3412
804-6500
855-8001
862-1123
855-7676
821-6600

 

月曜日時間

９：３０

～

１２：００

１２：００

～

１４：３０

ひよこひろば

9月の行事予定

ひよこひろば 育児相談ひよこひろば

よちよちひよこ
よちよちひよこ

マタニティ＆ベビーひよこ
火曜日 水曜日

対象

育児相談

＊マタニティ＆ベビーひよこ：妊婦さんと生後６か月まで
＊よちよちひよこ：生後６か月から歩き始めるまで
＊ひよこひろば：主に未就園児とその保護者（年齢に関係なくお待ちしています。）
　お昼ご飯はひよこルームで食べましょう。
＊月～金曜日（９：００～１６：００）電話、来所での相談お待ちしています。
＊個別相談も受け付けています。

お休み（１９日）
★（２６日）

ひよこひろば

ひよこひろばひよこひろば
お休み（25日）

計測日（１３日）
★（２７日）

木曜日 金曜日

子育て講座 ①
「産後リカバリーヨガ」

■日時／9月19日（火）10時～11時３０分（受付9時30分～）
■場所／ひよこルーム（保健福祉センター内）
■内容／「ヨガを楽しみストレスを解消しよう」
■講師／大崎　厚子先生（ヨガインストラクター）
■対象／生後３か月～７か月　　　　　
■定員／親子１２組と親のみ2組　　　　
■参加費／500円（ヨガマットレンタルあり200円）
■持ち物／ヨガマット・飲み物（水分補給）
　　　　  赤ちゃんお出かけセット
■募集受付開始／9月1日（金）～
　　　　　　　　（定員になり次第締め切り）

子育て講座 ②
「ベビーダンス」

■日時／9月26日（火）10時～11時30分（受付９時３０分～）
■場所／大篠公民館
■内容／「ママと赤ちゃんのためのベビーダンス」
■講師／玉木　晶先生（ベビーダンスインストラクター）
■対象／生後4か月～１２か月　　　　
■定員／１２組　　　　
■参加費／５００円
■持ち物／抱っこひも・タオル・飲み物（水分補給）
　　　　　赤ちゃんお出かけセット
■募集受付開始／９月1日（金）～
　　　　　　　　（定員になり次第締め切り）

■日時／９月２９日㈮１０：００～１３：００
■場所／南国市保健福祉センター
■対象／南国市民　　３０名
■内容／楽しく健活セミナー（株式会社 明治）
　　　　牛乳・乳製品を使った調理実習
■持ち物／エプロン・三角巾・筆記用具
■申込締切／９月２２日㈮

子育て支援センター
（保健福祉センター内）

ひよこルーム
9月4日㈪

9月13日㈬

10月17日㈫

子宮頸がん検診 保健福祉センター10月17日㈫

国府公民館

三和防災
コミュニティーセンター

保健福祉センター

（株）アスティス高知支店

協同組合テクノ高知

セントラルディーボ南国店

（健診当日の12：00
から受付簿を出します）

　子宮頸がん検診は２年に１回の検診です。今
年度は、28年度に受診できなかった方のみを対
象に実施しますのでご注意ください。（ただし、記
念検診対象者は関係なく受診できます。）

子宮頸がん検診子宮頸がん検診

★肺がん・結核検診
　40歳以上/200円
　65歳以上/無料
★特定・後期高齢者健康診査
加入している保険が国保及び
後期高齢者医療の方は無料
その他の保険の方は医療保険
者にお問い合わせください

※40～64歳は肺がん
　検診。
　65歳以上は肺がん
　・結核検診。

40歳以上
※

20歳以上
※

無料
※健診結果の
　お知らせを
　ご持参ください。

9月29日㈮

９月７日㈭

９月２０日㈬

総合健診（検診）総合健診（検診）
■とき／10月29日㈰、10月30日㈪
■ところ／保健福祉センター
■集合時間／希望健診（検診）項目によって異なりますので、締め

切り後に郵送でお知らせします。（すべて午前中で終了します。）
■申込期間／9月25日㈪～10月23日㈪
※定員に達し次第締め切ります。

〇　健康診査の受診には、加入している医療保険者発行の受診券
（特定健康診査受診券・健康診査受診券）が必要です。
○　次の方は、各種がん検診料が無料になります。
　①平成29年度内に40歳・50歳となる方、②平成29年度内に70
歳以上となる方、③生活保護世帯の方、④身体障害者手帳・療育手
帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方（検診料のお支払い時
に手帳の提示が必要です。）

健診（検診）の対象者と健診（検診）料

健診（検診）項目 対　象　者 健診（検診）料
肺がん検診 40～64歳 200円
肺がん・結核検診 65歳～ 無料
胃がん検診 40歳～ 900円
大腸がん検診 40歳～ 400円
健康診査 40歳～ 
歯科健診 40歳～ 無料

医療保険者に
より異なります

申込必須

※400ｍL献血基準は男性17～69歳、女性18～69歳、
　体重は男女とも50㎏以上

【施設検診】
■　とき／10月13日（金）・24日（火）
■　ところ／なんごく産婦人科
■　受付時間
　　14：00,14：30,15：00,15：30,16：00
■　対象／20歳以上の女性
■　検診料／800円
■　定員／先着20名（1日につき）
■　申込受付開始日／9月13日（水）8：30～
■　申込先／保健福祉センター

牛乳・乳製品
料理講習会
牛乳・乳製品
料理講習会「生きてほしい、あなたに」

　悩みを一人で抱え込まないように、

地域や家庭での孤立を防ぎましょう。

　こころの体調を知るために、「こころの体温計」も活用しま

しょう。市のホームページからアクセスできます。

９月１０日から１６日は自殺予防週間です。
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交流人口 市 　の 　統　計

あ
と

が

き

面　積　 125.30㎢
人　口　 
　男　　 
　女　　 
世帯数　 22,160世帯

　内　外国人数 235人（－ 5）
　　　　男　　 112人（－ 4）
　　　　女　　 123人（－ 1）
　登 録 国 籍 数　　 27カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《平成29年7月31日現在》
出生数　 29人〔 男  14人・女  15人 〕 　《7月分》
死亡数　 46人〔 男  20人・女  26人 〕 　《7月分》

高知自動車道
南国I.C.

入128,462台
出128,955台

高知龍馬空港
出発   59,764人
到着   61,150人

《7月分》
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印
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有権者数《平成29年6月１日現在》
　　　　　　　　　40,223人〔男  18,822人 ・ 女  21,401人〕

　
８
月
７
日
に
高
知
県
に
最
接
近

し
た
台
風
５
号
。太
平
洋
上
で
し
ば

ら
く
迷
走
し
た
後
、日
本
列
島
へ
の

上
陸
と
な
り
ま
し
た
。幸
い
南
国
市

に
は
、大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、台
風
銀
座
・
高
知
県
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　
９
月
１
日
は
防
災
の
日
。全
国
で

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
も
相
次
い

で
お
り
、改
め
て
、災
害
へ
の
備
え
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。（
Ｋ
）

　   山田 日向
やま だ ひ なた

平成27年8月3日生まれ
お兄ちゃんと仲良くしてね!!
大きくなったらみんなで
バイクに乗ろうね!!

ちゃん  長崎 晴馬
まはる

平成27年9月28日生まれ
笑顔がとっても可愛い晴馬。
毎日元気いっぱいだね！
これからもすくすく育ってね♪

くん

 

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

47,926人（+  15）
22,865人（+  2）
25,061人（+  13）

（－  12）
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私
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ウ
ォ
ル

キ
テ
出
身
で
、今
年
の
４
月
に

高
知
大
学
医
学
部
大
学
院
研

究
生
と
し
て
来
高
し
ま
し
た
。

日
本
に
来
る
前
は
公
衆
衛
生

医
学
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
は
想
像
し
て
い
た
よ

り
緑
が
多
く
、風
景
を
見
な
が

ら
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

日
本
人
は
ど
ん
な
に
忙
し
く

て
も
手
を
貸
し
て
く
れ
、と
て

も
親
切
だ
と
感
じ
ま
す
。今
は

大
学
で
専
門
課
程
と
と
も
に

日
本
語
の
勉
強
も
し
て
い
ま

す
が
、尊
敬
語
、謙
譲
語
が
難

し
い
で
す
。文
字
も
ひ
ら
が
な
、

カ
タ
カ
ナ
、漢
字
が
あ
り
大
変

で
す
。長
い
休
み
に
は
常
用
漢

字
の
勉
強
に
取
り
組
も
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ッ
ト
フ
ォ
と
い
う
生
挽
肉

と
ケ
べ（
バ
タ
ー
）を
か
ら
め
た

グ
ラ
ゲ
族
の
名
物
料
理
が
大

好
き
で
す
。調
理
が
難
し
い
の

で
こ
ち
ら
で
は
食
べ
ら
れ
ま
せ

ん
。日
本
料
理
で
は
お
好
み
焼

き
や
寿
司
、最
近
は
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
チ
オ
ピ
ア
に
は
多
く
の
見

ど
こ
ろ
が
あ
り
、標
高
４
５
５
０

ｍ
の
ラ
ス
・
ダ
シ
ャ
ン
山
で
は
珍

し
い
動
物
が
見
ら
れ
ま
す
。ダ
ナ

キ
ル
砂
漠
は
地
球
で
最
も
過
酷

だ
と
言
わ
れ
る
場
所
で
す
が
、

火
山
か
ら
噴
き
出
す
マ
グ
マ
を

は
じ
め
、そ
の
光
景
は
圧
巻
で
す
。

北
部
の
ラ
リ
ベ
ラ
は
古
く
か
ら

栄
え
た
地
域
で
、今
で
も
多
く

の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。世
界

遺
産
の
ラ
リ
ベ
ラ
岩
窟
教
会
群

も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

 

エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
ユ
リ
ウ
ス
暦

を
使
っ
て
い
ま
す
。30
日
間
あ
る

12
か
月
と
５
〜
６
日
の
み
の
13

月
で
一
年
が
構
成
さ
れ
、１
月

７
日
が
ク
リ
ス
マ
ス
、９
月
11
日

が
新
年
で
す
。

 

エ
チ
オ
ピ
ア
は

貧
し
い
国
で
す
。

だ
か
ら
私
は
将

来
祖
国
に
貢
献

で
き
る
人
材
に

な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

）））見どころがいっぱい！ ）））

メラク ハイデ リッカさん
（エチオピア連邦民主共和国）

高知大学医学部留学生

＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

　このコーナーへの応募は、写真と
赤ちゃんの名前（ふりがな）・性別・住
所・生年月日・電話番号・コメントを添
え、南国市企画課「こんにちは赤ちゃ
ん」係まで、封書の送付、または下記
アドレスまでメールください。
メールアドレス：
n-hisho@city.nankoku.lg.jp

エ
チ
オ
ピ
ア

なが　さき


